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評価調査結果要約表 

 

１ 案件の概要 

国名：モザンビーク共和国 
案件名：マプト市における持続可能な3R活動推進プロ

ジェクト 

分野：環境管理－一般廃棄物 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：地球環境部環境管理グループ 協力金額（評価時点）：4億4,000万円 

協力期間 

(R/D): 2012年11月27日 

 

2013年2月～2017年2月 

（4年間） 

先方関係機関：マプト市役所（CMM） 

 日本側協力機関：日本工営株式会社 

(F/U) : 他の関連協力：特になし 

１－１ 協力の背景と概要 

 都市化の発展に伴う廃棄物問題の深刻化は、先進国、途上国を問わず世界共通の課題である。モ

ザンビーク共和国（以下、「モザンビーク」と記す）の首都マプト市も同様に、近年の人口増加に伴

い、廃棄物量の増加と種類の多様化が進行していた。このため、1997 年に「都市固形廃棄物の清掃

条例」を定め、都市廃棄物の管理を行ってきたが、民間事業者やNGO 等の多様なアクターの無秩

序な参入に、現行制度が追いつかず、適正な廃棄物管理業務が困難な状況になっていた。 

 このため、マプト市役所（Municipal Council of Maputo：CMM）は、ドイツ技術協力公社（Deutsche 

Gesellschaft für Technische Zusammenarbeit：GTZ）〔（現ドイツ国際協力公社（Deutsche Gesellschaft für 

Internationale Zusammenarbeit：GIZ）〕の協力の下、2007 年に「マプトにおける都市計画管理マスタ

ープラン（Master Plan：M/P）｣を策定し、廃棄物総合管理に向けたさまざまな改善に取り組んでき

た。しかし、依然CMM の廃棄物管理能力不足により適正な廃棄物管理の達成までには至っていな

い。したがって既存M/P で提案されている3R（Reduce、Reuse、Recycle）の導入は、有価物のリサ

イクル等が行われているものの、その普及、定着に向けて多くの課題がある。 

 このような背景の下、廃棄物管理の改善及び3R 活動推進のための技術協力がわが国に要請され

た。本要請を受けて、JICA は2012 年5 月に「マプト市における持続可能な3R 活動推進プロジェ

クト」（以下、「本プロジェクト」と記す）の詳細計画策定調査を実施し、問題分析の結果、CMM の

廃棄物分野における能力向上への支援の必要性と3R 活動推進に向けての多くの課題を確認し、

2012 年11 月に技術協力プロジェクトのデザインについてCMM と合意し、討議議事録（Record of 

Discussion：R/D）を締結した。 

 

１－２ 協力内容 

(1) 上位目標 

マプト市の都市環境・住環境が改善される。 
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(2) プロジェクト目標 

マプト市役所の廃棄物管理能力が強化される。 

 

(3) 成 果 

成果1 マプト市役所における廃棄物管理に係る課題分析能力が向上する。 

成果2 プロジェクト活動地域における（民間との連携を含む）廃棄物収集・運搬能力が向

上する。 

成果3 マプト市役所の廃棄物管理に係る財務管理能力が向上する。 

成果4 プロジェクト活動地域における（民間業者を含んだ）廃棄物処分量削減のための3R

活動が導入される。 

 

(4) 投入（評価時点） 

日本側：総投入額 約4億4,000万円 

専門家派遣：7名74.88人月（2016年2月現在） 

機材供与：車両2台、パソコン等 

研修員受入：本邦研修8名、第三国研修8名（重複含む） 

相手国側： 

カウンターパート配置 20名 

（プロジェクトディレクター、プロジェクトマネジャー含む） 

土地・施設提供：専門家の執務スペース 

ローカルコスト負担：光熱費等 

 

２ 評価調査団の概要 

調査者 

（担当分野：氏名  職位） 

日本側 

1. 団  長：飯島 大輔 JICA 地球環境部 環境管理グループ 第二チーム 企画役 

2. 協力企画：村田 貴朗 JICA 地球環境部 環境管理グループ 第二チーム 特別嘱託 

3. 評価分析：田中 誠 (株)アイコンズ 主任コンサルタント 

モザンビーク側 

1. 評価：Mr. João Cipriano  土地環境地域開発省（MITADER）廃棄物管理及びグリーンス

ペース部 部長 

2. 評価：Mr. Agostinho Fernando  土地環境地域開発省（MITADER）廃棄物管理及びグリ

ーンスペース部 技師 

調査期間  2016年8月4日～2016年8月21日 評価種類：終了時評価 

３ 評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

(1) 成果の達成度 

成果1：既に達成されている。 

CMMは、2007年に策定された現行のM/Pをレビューし、2013年にこれを改定した。2014年
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にはアクションプラン（Action Plan：A/P）を策定し、その各項目を実施し、4カ月ごとにモニ

タリングしてきた。カウンターパート（Counterpart Personnel：C/P）メンバーは内部協議を通

じて、廃棄物管理に関する各自の経験や知識を共有し、その現状を把握している。 

成果2：既に達成されている。 

市街区における廃棄物収集・運搬パイロットプロジェクト（Pilot Project：PP）が実施された

結果、問題のあるごみ収集地点や不法投棄地域の数が、2015年7月の452件から2015年12月の272

件へと40％減少した。郊外区における有価物の分別回収に関するPPが実施され、ごみが分別

され、マイクロ・エンタープライズ（Micro Enterprise：ME）によって一次収集され、二次収

集を担当する大規模契約事業者に引き渡された。この形式のごみ収集は、2014年末に対象地区

への介入が終了したあともなお、MEの協力により継続されている。2014年に廃棄物管理・墓

地局（Directorate for Waste Management and Cemeteries：DMSC）に市民啓発室が設置されて以

降、ごみの収集運搬に関する問題を発見した市民が、問題を同室へ直接通報することができる

ようになった。CMMはまた、契約事業者を通じて市民からの通報を受け付けている。 

成果3：ほぼ達成される見込みである。 

財務担当C/Pメンバーは、財務運営手順に関するガイドラインを自ら作成するとともに、財

務運営手順を記載した公的書類を準備中である。基本的な収入・支出データは、既にC/Pが主

体となって収集・報告されている。年間予算消化率は100％±15％に収束しつつあり、2015年

の実績は86％であった。各年度の任意の時期における予算消化が可視化され、2016年はさらに

100％に近づく見込みである。 

成果4：達成される見込みである。 

3Rに関する教材は、2015年に作成済みである。2014年、DMSC内に市民啓発室が設置された。

2015年、3R関連の住民教育プログラムに小学校31校が参加した。3RステーションPPが実施さ

れ、160日間で7,690kgの資源が回収された。有機ごみPPに参加した34世帯のうち、20世帯が活

動継続を表明した。終了時評価時点までに計7回の3Rワークショップ及び3Rフォーラムが開催

され、プロジェクト終了までにあと2回開催予定である。 

 

(2) プロジェクト目標達成の見込み：達成される見込みである 

次期M/Pの作成はほぼ予定どおり進捗しており、11月末までにM/P案が作成され、評議員会

の審議を経て市議会に提出され、2017年1月末までに承認される見込みである。同様にガイド

ラインも2016年11月末までに承認される見込みである。ガイドライン、A/P、M/Pの各案を関

係者間で共有、協議するため、プロジェクト期間内にワークショップが3回開催される予定で

ある。2016年2月にC/Pに対してキャパシティアセスメントが実施され、成績良好であった。2016

年12月から2017年1月までの間に、同じ方法による評価が再度実施される予定であり、前回の

結果から、次回も良好な成績が期待される。 

以上を考慮すれば、プロジェクト期間内にプロジェクト目標は達成される見込みである。

 

３－２ 評価結果の要約 

(1) 妥当性：高い 

国家環境政策（National Environmental Policy：PNA、1995年）において、固形廃棄物の処理

及びリサイクルシステムの導入、衛生埋立地の建設及び管理の促進が、2012年策定の「統合的
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廃棄物管理に関する国家戦略」において、2025 年までに3R 原則を導入する旨がそれぞれう

たわれている等、本プロジェクトはモザンビークの政策に合致している。また、日本の対モザ

ンビーク援助政策（2013年3月）に「環境汚染が都市機能を低下させる原因となっているとこ

ろ、都市部の廃棄物処理能力向上をはじめとした環境対策支援を行う」とあり、本プロジェク

トはこれに合致している。さらに、過去のJICA技術協力プロジェクトの経験も援用するなど、

アプローチも適切である。 

 

(2) 有効性：比較的高い 

プロジェクト目標は期間内に達成見込みである。四つの成果はいずれも、プロジェクト目標

の達成のみならず、マプト市のごみ問題の改善にも貢献している。本プロジェクトを通じて具

現化した廃棄物政策の実効性を確保することが残された課題である。 

 

(3) 効率性：比較的高い 

適切な人的・物的投入を受け、PPを含む諸活動が効率的に実施された。その結果、3Rステ

ーションPPが中断する等の課題はあったものの、四つの成果はいずれも達成または達成見込

みとなっている。 

 

(4) インパクト：比較的高く、正のインパクトがみられる 

本プロジェクトを通じて作成されたアクション・プラン（A/P）（2017～2022年）に掲げら

れた項目を実施していけば、上位目標は2022年（プロジェクト終了の5年後）までに達成され

ると期待できる。また、次のような正のインパクトがみられ、負のインパクトはみられない。

・ DMSC内に設立された市民啓発室が、市民に対する啓発のみならずCMMのDMSC以外の

部署が実施する啓発活動にも貢献している。 

・ 本プロジェクトは、国家政策としての3Rを推進する立場にあるMITADERが参照すべき先

駆的な事例を提供した。 

・ マプト市は、自市の経験をモザンビークの他の市にも普及していく活動に既に着手してい

る。 

 

(5) 持続性：比較的低い 

・ 政策・制度面…比較的高い：3Rは国家及びマプト市の政策となっており、今後も継続さ

れる可能性が高い。 

・ 組織面…高い：CMMとMITADERとの関係は良好であり、CMMの関係部署は互いに連携

して情報共有しつつ、今後も廃棄物管理に関する活動を継続する見込みである。 

・ 財政面…比較的低い：2016年に国家財政危機が発生し、マプト市もその影響を受け、関係

予算の圧縮を余儀なくされた。今後、マプト市の都市廃棄物の最終処分地は、市内のフレ

ネ処分場から、隣接するマトラ市に予定されている新規衛生処分場へと変更されることに

なっており、収集、運搬、最終処分に関する費用の増加が見込まれている。大規模排出者

から清掃税を確実に徴収する等、増収策を講じる必要がある。 

・ 技術面…高い：C/Pは研修、ワークショップ、PP等を通じて必要な能力を獲得し、今後も

研鑽に努める見込みである。活動継続の中心となる市民啓発室にはローカルエキスパート
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や青年海外協力隊員（Japan Overseas Cooperation Volunteer：JOCV）が在籍し、引き続き支

援にあたることとなっている。一方、MITADERが政策を実行するのに必要な経験は不足

しており、本プロジェクトにおけるCMMの経験が今後の政策運営の糧となる。 

・ 社会・文化・環境面…高い：リサイクルNGOや受託業者の巻き込みや、ウェイストピッ

カー等社会的弱者への配慮も十分になされている。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

(1) 計画内容に関すること 

特になし。 

 

(2) 実施プロセスに関すること 

・ JETとC/Pとの密なコミュニケーション：JETとC/Pとは、日常のコミュニケーションに加

えて、本プロジェクトに関する情報を交換、共有するために、2週間に1回、進捗会議を開

催している。両者は、英語を話すローカルエキスパートの努力により、共通言語の不在と

いう問題を克服してきた。JICA専門家チーム（JICA Expert Team：JET）の不在時にも、

DMSCの関係部署は進捗会議を開催してきた。関係者は、この会議において必要な情報を

共有することとした。これらの努力により、C/Pメンバーは各自の役割を把握するに至っ

た。 

・ 廃棄物収集運搬に従事する契約事業者の貢献：ごみの収集運搬に従事している契約事業者

は、自己の通常業務に加えて、問題のあるごみ収集地点や不法投棄箇所を発見することに

努めている。また、市民がそのような問題をCMMに通報する手助けも行っている。これ

らの努力により、ごみ収集に関する問題通報のシステムの円滑な運営に貢献している。

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

(1) 計画内容に関すること 

特になし。 

 

(2) 実施プロセスに関すること 

・ リサイクル資源価格の下落：本プロジェクト開始時、原油の国際価格は1バレル当たり100

米ドルを上回っていた。しかし、原油価格は2014年から2015年にかけて1バレル当たり30

～40米ドルにまで急速に下落した。リサイクルされたプラスチックの価格も原油価格と連

動して下落した。この価格下落のため、プラスチックのリサイクルのチェーンが途切れる

こととなった。実際、3RステーションPPの中で設置された3Rステーションが運営中断、

計画変更を余儀なくされた。 

・ 2016年財政危機：2016年初頭、財政危機が発生した。この財政危機は、モザンビーク政府

に深刻な悪影響を及ぼした。CMMもその影響を受け、あらゆる項目の予算縮減を余儀な

くされた。廃棄物管理予算も例外ではなく、主に3R関連部分において縮減されると予想

される。そのため、今後の計画の見直しを検討している。 
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３－５ 結 論 

1. プロジェクト目標は、プロジェクト期間内に達成される見込みである。これにより、廃棄物管理

に係るCMMの能力は顕著な向上をみせた。 

2. 本プロジェクトの四つの成果（アウトプット）については、成果1及び成果2は既に達成、成果3

はプロジェクト期間内にほぼ達成される見込み、成果4はプロジェクト期間内に達成される見込み

となっている。 

3. 評価5項目に関しては、本プロジェクトの妥当性は高く、有効性、効率性、インパクトは比較的高

いと評価される一方、持続性は財政面において比較的低いと評価される。 

 

３－６ 提 言 

1. 廃棄物管理マスタープラン（Master Plan：MP）及びガイドラインの承認：本プロジェクトで作成

する新規マスタープラン（M/P）及び廃棄物管理に関するガイドラインについて、プロジェクト期

間内にマプト市における承認プロセスを確実にすること。 

2. 財政面の持続性の担保：世界銀行（World Bank：WB）による財務支援の終了による今後の予算減

少、また、マトラ市における新規衛生処分場の利用開始、さらには既存のフレネ最終処分場閉鎖

のための支出増加見込みに対する財政の持続性を確保すること。 

3. 既存最終処分場のトラックスケールの早急な修理及び適切な維持管理：既存最終処分場における

トラックスケールの不適切な使用による故障のため最終処分量が正確にモニタリングできていな

い状況にある。その早急な修理と適正な管理を確実にすること。 

4. 新規衛生埋立処分場への早急かつ円滑な移行：マトラ市の新規衛生処分場の建設と、既に許容量

を超えている既存のフレネ最終処分場から新規衛生処分場への円滑な移行を進めること。 

5. 上位目標の指標1及びその入手手段の改定：C/PとJETとは、上位目標の指標1を変更し、指標デー

タの入手手段も変更することで合意した。そのベースラインとなるデータをプロジェクト期間内

に入手すること。 

6. 上位目標の指標3に係るベースラインデータの入手：上位目標の指標3について、プロジェクト期

間内に開催される3Rフォーラムにおいて出席者からベースラインデータを入手すること。 

7. 上位目標の指標4の改定の検討：未定の値を含む上位目標の指標4を修正するとともにその入手手

段を明確にすること。 

8. DMSC内の能力強化の継続並びに知識・経験のCMM及び他市への普及：モザンビークにおける廃

棄物管理能力の向上のため、DMSCは本プロジェクトを通じて実施してきた人材育成活動を継続

するとともに、DMSCが得た知識や経験をCMMさらには他都市へ共有すること。 

9. カテンベ地区への架橋後の廃棄物管理費用の見積もり：今後のカテンベ地区への架橋により想定

される人口増加に伴い増加する廃棄物管理費用について対応策を検討すること。 

 

３－７ 教 訓 

1. プロジェクトのリスクを慎重に特定すること：開発途上国においては、マテリアルリサイク

ルは資源の価格やリサイクル産業の存在に左右される傾向がある。実際、MITADERによれば、

金属や紙についてはマプト市に地域市場が存在しないため市内でリサイクルできず国外に輸

出されており、プラスチックのみが市内でリサイクルされている。リサイクル活動の持続性

が外部条件となる場合は、PDMに外部条件として明記したうえで、リスクコントロールを行
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うべきである。 

2. 関係ステークホルダーの動向のさらなる把握の必要性：プロジェクトの実施段階になってか

ら民間セクターのかかわりが明らかになってくる場合、プロジェクト側から当該民間セクタ

ーに対する調査・把握を積極的に進めるべきである。また、地方政府を実施機関とする場合、

中央政府の方針や戦略、国全体の動きを十分に把握して活動することも重要である。 

3. 中央政府との積極的なかかわり：中央政府と地方政府の実務者レベルでの情報共有等を通じ

て、地方政府から中央政府へのインプットが可能になり、適切な国家政策・計画の実施促進

につながる。 

4. カウンターパート研修の有効活用：C/Pのニーズや状況に合致することは、プロジェクトを成

功させることに貢献する。実際、本プロジェクトの場合、C/Pは本邦研修により日本、特に多

治見市における実際の廃棄物管理を観察した。多治見市はマプト市と同程度のマンパワーを

有するという点において、本邦研修参加者にとって貴重な機会となった。DMSCは日本にお

ける観察及び学習を通じて、廃棄物管理における市民啓発の重要性を認識し、帰国後に市民

啓発室を開設した。 

5. ローカルエキスパートの積極的な活用：プロジェクト期間の後半に卒業することになる英語

を解する大学生に、プロジェクト期間の前半からPPにかかわってもらい、かつ卒業後のポス

トを用意したことで、ローカルエキスパートの養成及びそれを通じたC/Pへの技術移転が可能

になった。 

6. 市民啓発における映像制作の重要性：PPの活動を動画撮影して記録しておき、これを編集し

てテレビ番組を制作すれば、さらなる市民啓発のための格好の材料となったであろう。 

7. 小学校教育への題材提供：本プロジェクトでは、市民啓発の一環として小学校への題材提供

を行った。C/P自身が作詞作曲した「3Rの歌」や、3Rをテーマとした学校コンテスト、校内

への3Rステーションの設置といった活動を実施した。これらの取り組みは高額の費用を要せ

ず、小学生に受け入れられるものであった。一方、これらを実施するためには、専門家やC/P

に、絵心や楽才といったある種の能力を有する者が含まれることが求められる。 

8. インフォーマルな存在への配慮：製品の製造→使用→廃棄→リサイクル→再製造…というサ

イクルの一環をなすものがウェイストピッカーのようなインフォーマルな存在であっても、

これを排除すればサイクルが途切れることになりかねない。ある存在がインフォーマルであ

ることは、プロジェクト実施にあたってその存在を疎外する理由にはならない。 

9. PPの内容の明示化：本プロジェクトでは四つのPPが実施された。ただ、いつからどこでどの

ようなPPが実施されているかについて、暗黙の了解があるのみで、外部から見てすぐに分か

るような形式化がなされていなかった。各PPに命名するとともに実施時期及び場所を明記し

た表を作成することが望ましい。 

 

３－８ フォローアップ状況 

 特になし。 
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Summary of Evaluation Results 
 

I. Outline of the Project 

Country: Republic of Mozambique Project Title: The Project for Promotion of Sustainable 3R

Activities in Maputo 

Issue/Sector: Environmental Management -

Municipal Solid Waste 

Cooperation Scheme: Technical Cooperation Project 

Division in Charge: Environmental Management

Group, Global Environment Department 

Total cost: 440 million yen at the time of the Terminal 

Evaluation 

 

 

Period of 

Cooperation 

Record of Discussion (R/D): 27

November 2012 

 

February 2013 - February 2017

(four years) 

Partner Country’s Implementing Organization:  

Municipal Council of Maputo (CMM) 

 Japan’s Implementing Organization:  

Nippon Koei Co., Ltd. 

 Related Cooperation: None. 

1-1  Background of the Project 

  Whether developing or advanced nations, the whole world shares in the struggle for managing the increasingly 

severe solid waste problem that accompanies the advance of urbanization. Situation in Maputo City, the capital of 

Mozambique is not an exception. In accordance with recent population growth, the amount and types of waste have 

also been on the rise. To combat this, the regulation for solid waste management (SWM) was enacted in 1997. 

Solid waste in the capital was managed, but due to the disorderly interference of various actors like NGOs and 

private entities the system could not keep up, and a suitable SWM system had yet to emerge. 

  Because of this, the Municipal Council of Maputo (CMM), with cooperation from GTZ (currently GIZ),

established the “Master Plan for Solid Waste Management in Municipal Council of Maputo (hereinafter referred to 

as M/P)” and worked towards various improvements for comprehensive waste management. However the 

institutional vulnerability of CMM, particularly technical aspect of SWM obstructs progressing adaption of 

appropriate waste management. Consequently, the 3R (Reduce, Reuse, Recycle) concept proposed in M/P, despite 

the existing recycling practice of valuables, has various problems regarding its promotions and development. 

  Under these circumstances, technical cooperation was requested to the Government of Japan for improving

Maputo’s SWM and promoting 3R activities. In May 2012, upon accepting this request, JICA implemented the 

Detailed Planning Survey and the results of the survey confirmed the necessity to support the improvement of the 

CMM’s capacity and verified the various problems in regards to the promotion of 3R activities. In November 2012, 

JICA came to a mutual agreement with CMM regarding the technical cooperation project design and the Record of 

Discussion (R/D) was filed. 
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1-2  Project Overview 

 

(1) Overall Goal:  

  The urban environmental and living condition in Maputo City is improved. 

 

(2) Project Purpose:  

  Capacity for Solid Waste Management (SWM) in CMM is improved. 

 

(3) Outputs 

Output 1: Capacity to analyze the current status of SWM in CMM is improved. 

Output 2: Capacity to collect and transport of SWM in project target area (cooperation with private sector) 

is improved. 

Output 3: Capacity for financial management of SWM in CMM is improved. 

Output 4: 3R activities for reduction of solid waste (including private sector) is introduced in project target 

area. 

 

(4) Inputs 

Japanese Side: approximately 440 million JPY (at the time of evaluation) 

Experts: 74.88 M/M (as of February 2016) 

Equipment: 2 vehicles, PCs, etc. 

Number of Trainees Received: 8 participants in a training in Japan and 8 participants in a third-country 

training 

Mozambican Side: 

Main Counterparts: 20 people (including the Project Director and the Project Manager) 

Facilities: Project Offices 

Local Cost: utility costs 

 

II. Evaluation Team 

Members 

of Eval. 

Team 

< Japanese Side > 

1. Team Leader: Mr. Daisuke Iijima, Acting Director, Environmental Management Team 2, Global 

Environment Department, JICA 

2. Cooperation Planning: Mr. Takaaki Murata, Special Advisor, Environmental Management Team 

2, Global Environment Department, JICA 

3. Evaluation and Analysis: Dr. Makoto Tanaka, Senior Consultant, ICONS Inc. 

< Mozambican Side > 

1. Member: Mr. João Cipriano, Head of Waste Management and Green Spaces, Ministry of Land,

Environment and Rural Development (MITADER) 

2. Member: Mr. Agostinho Fernando, Technician for Waste Management and Green Spaces, 

Ministry of Land, Environment and Rural Development (MITADER) 
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Eval. 

Period 

4 August 2016 - 21 August 2016 Type of Evaluation: Terminal Evaluation 

III. Results of Evaluation 

3-1  Confirmation of Achievement 

 

(1) Outputs 

  Output 1: already achieved 

  CMM already reviewed the current M/P and revised it in 2013. After that, the Action Plan (A/P) was established 

in 2014, the items in which have been implemented and monitored every 4 months. The C/P members share each 

of their experiences and knowledge on SWM through insider discussions and understand the current status about 

SWM. 

  Output 2: already achieved 

  As a result of the pilot project (PP) for waste collection and transportation in urban area, the number of critical 

points of waste collection and illegal dumping decreased by 40% from 452 in July 2015 to 272 in December 2015.

The PP for segregation of recyclables in suburban area was implemented: waste was segregated, first collected by 

micro enterprises (ME) and handed over to a large-scale contractor that plays a role of secondary collection. This 

style of waste collection continues with cooperation by MEs even after the intervention to the target area 

completed at the end of 2014. After the establishment of the Civic Education Office in DMSC in 2014, citizens 

who have found problems regarding waste collection have been able to report such problems directly to the office. 

CMM accepts reporting by citizens through the contractors as well. 

  Output 3: likely to be almost achieved 

  The C/P members who are in charge of finance formulated a guideline on financial operation procedure by 

themselves and are ready to formulate an official document that describes financial operation procedure. They have 

already regularly collected and reported basic revenue and cost data. It is expected from the improving tendency 

that the annual budget execution rate is likely to reach to 100%±15%: the value was 86% in 2015. Since budget 

execution has been visible at any time of each fiscal year, the rate in 2016 is likely to reach very near to 100% at 

the end of the year. 

  Output 4: likely to be achieved 

  Education material about 3R has already been developed by 2015. The Civic Education Office was established 

in DMSC in 2014. 31 primary schools participated in civic education program related 3R in 2015. The PP for 3R 

station was implemented, where 7,690kg of recyclables were collected within 160 days. Of 34 households who 

participated in the PP for organic waste, 20 households declared to continue the activity. 3R Workshops and 3R 

Forums were held for 7 times in total by the time of the terminal evaluation, while other 2 are planned within the 

remaining period of the Project. 

 

(2) Project Purpose: likely to be achieved 

  The new M/P is being formulated almost as planned and will be drafted by November 2016. The draft M/P will 

be discussed in the Councilors’ Meeting and the Assembly of the Municipality, and approved by the end of January 

2017. Through a similar procedure, the guidelines will be approved by the end of November 2016. In order to share 
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and examine drafts of the guideline, the A/P and the M/P, workshops will be held for 3 times within the Project 

period. A set of assessments was carried out in February 2016, resulting in good scores. Assessment will be carried 

out again in the same method from December 2016 to January 2017. Judging from the past results above, it is 

probable to achieve good results. 

  In consideration of above, the Project Purpose is likely to be achieved within the period of the Project. 

 

3-2  Summary of Evaluation Results 

 

(1) Relevance: High 

  The Project Purpose corresponds with the policies of Mozambique: the National Environmental Policy (PNA, 

1995) declares that Mozambique needs to accelerate SWM with introduction of recycle system, construction and 

management of sanitary landfills, etc., and the National Strategy of Integrated Management of Urban Solid Wastes 

(2012) mentions the 3R would be introduced by 2025. The Project is coherent with Japan’s policy: Japan’s 

Country Assistance Policy for Mozambique (Mar. 2013) says “to assist environmental countermeasures 

represented by the improvement of waste disposal capacity in urban areas, while environmental pollution is a cause 

to damage the municipal function”. In addition, the approach of the Project is appropriate as well: the Project 

utilized the experiences of the Japanese experts in past JICA projects. 

 

(2) Effectiveness: Relatively high 

  The Project Purpose is likely to be achieved within the period of the Project. All the 4 Outputs contribute not 

only to the achievement of the Project Purpose but also to the improvement of waste problems in Maputo city. 

However, problems still remain in the compulsion in SWM policies that have been realized through the Project. 

 

(3) Efficiency: Relatively high 

  Due to appropriate inputs of human and material resources, most activities including PPs have been efficiently 

implemented. As a result, all the 4 Outputs of the Project have been achieved, almost achieved or are likely to be 

achieved in spite of slight inefficiency, e.g. the PP for 3R stations suspended. 

 

(4) Impact: Relatively high and several positive impacts are seen 

  The Overall Goal is expected to be almost achieved by 2022 (5 years after the completion of the Project) if 

actions are taken following the A/P (2017-2022) which is formed in the Project. In addition, the following positive 

effects and no negative ones are seen. 

・ The Civic Education Office, which was established in DMSC, not only implements awareness raising for 

citizens, but also contributes to related awareness raising activities of which departments of CMM other than 

DMSC are in charge. 

・ The Project is expected to have good effects as a concrete novel case for MITADER, the ministry in 

jurisdiction of SWM and promotion of 3R, to implement national policies. 

・ Maputo city has already started activities to disseminate its own experiences to other cities in Mozambique. 
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(5) Sustainability: Relatively low 

・ Policy and institutional aspects - relatively high: 3R is a national and Maputo’s policy that is expected to 

continue.  

・ Organizational aspects - high: The relationship between CMM and MITADER is good. Related departments 

of CMM share necessary information and are likely to continue activities on SWM with mutual cooperation 

among them. 

・ Financial aspects - relatively low: There occurred a financial crisis in 2016. Maputo city is also affected by 

the crisis and forced to reduce its related budgets. It is currently planned to shift the final disposal site for 

Maputo from Hulene dumping site in the city to a new sanitary landfill that will be constructed in neighboring 

Matola city. After its operation starts, the maintenance and transportation costs are expected to increase. It is 

necessary to take actions to increase the revenue of the city, e.g. to conduct strict collection of the cleaning tax 

from large-scale waste generators. 

・ Technical aspects - high: The C/Ps have acquired necessary capacities through trainings, workshops and PPs 

and are likely to keep raising their capacities. JOCV members and local experts are allocated to the Civic 

Education Office and will continue to support them. On the other hand, the experiences of MITADER on 

implementation of national policies are not yet sufficient. The experiences of Maputo city will help the 

implementation of such policies. 

・ Society, culture and environmental aspects - high: Recycling NGOs and contractors are well involved. 

Consideration to socially vulnerable people such as waste pickers, etc. is sufficiently paid. 

 

3-3  Factors Promoting Sustainability and Impact 

 

(1) Factors Concerning Planning 

  None. 

 

(2) Factors Concerning the Implementation Process 

・ Close communication between the JET and the C/Ps: The JET and the C/Ps hold progress meetings every two 

weeks to exchange and share information on the Project in addition to daily communication. They have 

tackled the problem of the lack of common languages by the effort of local experts who speak English. The 

progress meetings were held among the related departments of DMSC even in the absence of the JET. They 

started to share necessary information. Thanks to these efforts, the C/P members have grasped the own roles.

・ Contributions by the contractors in charge of waste collection and transportation: The contractors in charge of 

waste collection and transportation are trying to find critical points of waste collection and illegal dumping in 

addition to their routine works. They also help residents report such problems to CMM. These efforts 

contributed to smoother operation of the system of problem reports regarding waste collection. 
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3-4  Factors Inhibiting Sustainability and Impact 

 

(1) Factors Concerning Planning 

  None. 

 

(2) Factors Concerning the Implementation Process 

・ Fallen prices of recycled materials: At the beginning of the Project, the international price of petroleum was 

higher than USD 100 per barrel. However, it started to rapidly fell down in 2014 and 2015 to about USD 30 -

40 per barrel. The prices of recycled plastics decreased in connection with petroleum. Due to the fallen prices, 

the chain of recycling of plastics came to stop. In fact, the 3R station that was installed in the 3R PP was 

suspended. 

・ Financial crisis in 2016: A financial crisis happened in early 2016. This crisis caused a serious damage to the 

finance of the Government of Mozambique. CMM is also affected by the crisis and forced to reduce its 

budgets for any budgetary categories. The budget for SWM is not exceptional and expected to be reduced 

mainly in the portion of 3R. 

 

3-5  Conclusion 

1. The Project realized a significant improvement in the capacity of CMM in SWM, by making the Project 

Purpose likely to be achieved within the Project period. 

2. As for the Outputs, Outputs 1 and 2 have already been achieved, Output 3 is likely to be almost achieved and 

Output 4 is likely to be achieved. 

3. As for the five evaluation criteria, the Relevance of the Project is evaluated as high, the Effectiveness, the 

Efficiency and the Impact relatively high, while the Sustainability is evaluated as relatively low in terms of 

financial aspects. 

 

3-6  Recommendations 

1. Ensuring the approval of the new M/P and guidelines on SWM for Maputo city: As for the new M/P and 

guidelines on SWM that will be formulated in the Project, it is recommended to ensure the process of their 

approval within the Project period. 

2. Securing the financial sustainability: It is recommended to secure the financial sustainability against the 

followings: decreased budgets after the completion of the financial support by the WB, and expected increase 

of operation and transportation costs after the closure of Hulene dumping site and the opening of the new 

sanitary landfill in Matola city. 

3. Immediate repair and appropriate management of the weigh bridge in Hulene dumping site: In Hulene 

dumping site, the weigh bridge (truck scale) has been used inappropriately by the private contractors, and it 

have been broken down for some months, the resulting accurate amount of final waste disposal has not been

measured in Maputo city. Immediate repair and appropriate management of the weigh bridge are 

recommended. 

4. Early and smooth transition to the new sanitary landfill site in Matola city: It is recommended to surely 
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promote the construction of the new sanitary landfill in Matola city and smooth transition from Hulene 

dumping site to the new landfill. 

5. Revising Indicator 1 of the Overall Goal and its Means of Verification: The C/P and the JET agreed on the 

revision of Indicator 1 of the Overall Goal and its Means of Verification. It is recommended to obtain 

necessary baseline data within the Project period. 

6. Obtaining baseline data for Indicator 3 of the Overall Goal: As for Indicator 3 of the Overall Goal, it is 

recommended to obtain necessary data from participants in 3R Forums that will be held within the remaining 

period of the Project. 

7. Discussing the revision of Indicator 4 of the Overall Goal: It is recommended to revise Indicator 4 of the 

Overall Goal, which contains unfixed numbers, and clarify its Means of Verification. 

8. Continuing the Capacity building activities among DMSC and sharing its experience to CMM and other 

cities: For the purpose of developing the capacities of Mozambique in SWM, it is recommended to develop 

C/P’s capacity continuously and share the knowledge and experiences with CMM and other cities. 

9. Estimating SWM Costs after Katembe is connected to the mainland with a bridge: It is recommended to 

discuss countermeasures against SWM costs that are expected to increase in connection with population after 

Katembe is connected to the mainland of Maputo with a new connection bridge. 

 

3-7  Lessons Learned 

1. Careful Identification of the Project Risk: In developing countries, the sustainability of material recycle tends 

to depends on the material price and the existence of recycling industry. In fact, according to MITADER, 

metal and paper are not recyclable and exported overseas because of a lack of local market for them in 

Maputo city, and only plastics are recyclable in Maputo city. The sustainability recycle activities are required 

as External conditions on a PDM, and a risk control for the condition should be conducted. 

2. Further grasp of direction of related stakeholders: In case where a project does not clarify at its beginning the 

fact that the private sector is related and clarifies during its implementation, the project should actively study 

and grasp such relationship. In case a local government is designated as an implementation organization, it is 

also important to implement project activities after grasping the direction and strategy of the central 

government and the movement of the whole country. 

3. Positive communication with the central government: Information sharing in the practical level, etc. would 

enable inputs from a local government to the central government and promotion of appropriate 

implementation of national strategies and plans. 

4. Effective Utilization of Counterpart Training: Meeting with the needs and the situation of the C/P contribute 

to success of a project. In fact, in case of the Project, the trainings provided the C/P with the opportunities to 

observe actual SWM in Japan, particularly in Tajimi city, which is in the similar level of manpower as 

Maputo city. The observation and learnings in Japan led to establish the Civic Education Office in the DMSC 

because they realized the importance of civic education for SWM. 

5. Positive utilization of local experts: Training of local experts and technology transfer to the C/P through them 

were enabled because a PP involved a university student at the early stage of the project and supplied a 

position related to the project after he graduated, who were to graduate within the project period. 



 

xv 

6. Importance of movie production in civic education: If the Project had recorded PP activities as movies and 

produced a television program by editing such records, that program would have been a program just right for 

further civic education. 

7. Inputs to education in primary schools: The Project has involved primary schools as part of its civic education 

activities. The activities included “3R Song” words and music of which are by C/P members, school contests 

with the theme of 3R, installation of 3R stations in schools, etc. These activities needed no much costs and 

were accepted by primary school pupils. On the contrary, the implementation of such activities requires 

experts and C/P members to have a kind of capacities i.e. talent for picture and music. 

8. Consideration to informal existences: Even if a part of the chain of production - utilization - disposal - recycle 

- reproduction, etc. were an informal existence like waste pickers, its exclusion would cause cutting the chain. 

That an existence is informal cannot be a reason for excluding such an existence from project implementation.

9. Clarification of contents of PPs: 4 PPs have been implemented in the Project. However, there was only 

implicit agreement on what PPs are implemented where from when, and there was no format that is easy to 

grasp the whole PPs from outside. It is desirable to name each PP and to formulate a table that shows their 

terms and venues. 

 

3-8  Follow-up 

  None. 
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第１章 評価の概要 

 

１－１ 調査の背景 

モザンビーク共和国（以下、「モザンビーク」と記す）の首都マプト市は、近年の都市人口増

加に伴い、廃棄物量の増加と種類の多様化が進んでいるほか、廃棄物収集業務についても多様な

アクター（民間セクター、NGO等）が参入していることから統制がとれず、適正な廃棄物管理が

困難な状況になっていた。 

こうした状況を踏まえてマプト市は、GTZ（現GIZ：ドイツ国際協力公社）の協力により2007

年に｢マプト市における都市固形廃棄物管理マスタープラン（2007年）｣（以下、｢M/P｣と記す）

を策定し、それに基づき廃棄物総合管理に向けたさまざまな改善に取り組んできた。しかし、マ

プト市役所（Municipal Council of Maputo：CMM）の組織の脆弱性、特に技術面での廃棄物管理能

力は不足した状況であり、廃棄物管理の適正化は依然として進んでいない。また、M/Pでは廃棄

物総合管理の推進に向けて、3R（Reduce, Reuse, Recycle）の導入を将来的に重要な取り組みと位

置づけているが、本格的な実施に向けては、分別収集の適正な実施をはじめとして、課題が山積

していた。 

「マプト市における持続可能な3R活動推進プロジェクト」（以下、「本プロジェクト」と記す）

は、2012年5月に詳細計画策定調査、同年11月にR/D締結を行い、2013年2月から2017年2月までの

4年間を協力期間とし、マプト市廃棄物管理・墓地局（Directorate for Waste Management and 

Cemeteries：DMSC）を相手国側実施機関として開始した。今般、開始から3年6カ月を迎え、終了

時評価を実施した。 

 

１－２ 終了時評価調査の目的 

 終了時評価の個々の目的は、次のようにまとめられる。 

(1) プロジェクト計画に基づき、進捗や達成度を含む現状を評価するため、カウンターパー

ト（C/P）と意見を交換すること。 

(2) 評価5項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）に沿って、本プロジェクト

の進捗や達成度を調査すること。 

(3) 実施プロセスに影響した阻害要因や貢献要因を特定すること。 

(4) 調査結果をC/Pと議論するとともに、本プロジェクトの残り期間において、実施計画（Plan 

of Operation：PO）の改訂を含む必要な決定を下すこと。 

(5) プロジェクトの実施から教訓を引き出すこと。 

(6) プロジェクトのアウトカムの達成度並びにプロジェクトのさらなる改善や持続性を高め

る方策に対する理解を深めるため、終了時評価調査報告書において調査結果を取りまと

め、これを合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC）の会合において共有する

こと。 

 

１－３ 調査団構成 

合同終了時評価調査団（以下、「調査団」と記す）は、下記の団員から成る。 
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(1)  モザンビーク側 

 氏 名 所属・職位 

1 Mr. João Cipriano 
土地環境地域開発省（MITADER） 

廃棄物管理及びグリーンスペース部 部長 

2 Mr. Agostinho Fernando 
土地環境地域開発省（MITADER） 

廃棄物管理及びグリーンスペース部 技師 

 

(2)  日本側 

 担当事項 氏 名 所属・職位 

1 団 長 飯島 大輔 
JICA 地球環境部 環境管理グループ 

第二チーム 企画役 

2 協力企画 村田 貴朗 
JICA 地球環境部 環境管理グループ 

第二チーム 特別嘱託 

3 評価分析 田中 誠 
（株）アイコンズ 

主任コンサルタント 

 

１－４ 終了時評価調査の日程 

終了時評価調査は、モザンビークにおいて2016年8月4日から21日までの日程で実施された。調

査日程の概要を表１－１に示す。 

 

表１－１ 調査日程の概要 

8月 飯島団長 村田団員（協力企画） 田中団員（評価分析） 

4 木   18:35 成田発 

5 金   

10:45 マプト着 
PM ・ モザンビーク側評価者と

の打合せ 
 ・ 日本人専門家聞き取り 
 ・ JICAモザンビーク事務所

6 土   AM/PM 資料整理 
7 日   AM/PM 資料整理 

8 月   

AM プロジェクトダイレクター
聞き取り 

PM ・ 日本人専門家聞き取り
（総括、副総括） 

 ・ プロジェクトマネジャー
聞き取り 

9 火   
AM/PM C/P聞き取り 
PM 日本人専門家聞き取り 

10 水  18:35 成田発 

AM ウィリヤム小学校及びウニ
ダーデ29小学校訪問 

PM ・ C/P聞き取り 
 ・ ローカルエキスパート聞

き取り 

11 木 
 10:45 マプト着 

AM ・ MITADER聞き取り 
 ・ Reciplastico中間処理組合

訪問 
 PM JICAモザンビーク事務所 
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12 金  

AM モザンビークリサイクル協会〔AMOR（NGO）〕聞き取
り 

PM ・韓国輸出入銀行（KEXIM）聞き取り 
 ・ライ国際ボランティア協会〔LVIA（NGO）〕聞き取り

13 土 18:35 成田発 AM/PM 資料整理 

14 日 
10:45 マプト着 AM 資料整理 
PM ・ フレネ最終処分場視察 
 ・ 団内協議 

15 月 
AM 日本人専門家との打合せ 
PM Eco-point（有価物収集拠点）訪問 
PM C/Pによる成果発表 PM 世界銀行（WB）聞き取り 

16 火 

AM 団内協議 
PM マプト市長表敬 
PM Ecolife（ごみ収

集運搬業者）活
動視察 

PM 資料整理 

17 水 
AM 評価結果に係るC/Pとの打合せ 
PM PDM修正に係るC/P及び日本人専門家との協議 

18 木 
AM 団内協議 
AM/PM 評価報告書最終化 

19 金 
AM 合同調整委員会（JCC）及び協議議事録（M/M）署名 
PM ・ 在モザンビーク日本国大使館報告 
 ・ JICAモザンビーク事務所報告 

20 土 7:30 マプト発 11:30 マプト発 
21 日 14:25 成田着 19:40 羽田着 

 

１－５ 評価手法 

(1)  評価のプロセス 

調査団はまず、本プロジェクトの計画に基づく評価項目や、日本国内における調査にて

収集した情報を分類した。そして、本プロジェクトの進捗及び実施プロセスを検証し、JICA

により規定された「妥当性」「有効性」「効率性」「インパクト」「持続性」の5項目（表

１－２参照）に照らしてプロジェクト活動全体を評価するため、調査団はそれらを「評価グ

リッド」と呼ばれる表にまとめた。また、質問票が作成され、現地調査に先立ってカウンタ

ーパート（C/P）であるCMM評議員及びDMSC職員に送付された。 

次に、質問票調査、インタビュー調査、現地視察を通じてC/Pから詳細な情報を収集する

ため、調査団はモザンビークにおいて調査を実施した。 
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表１－２ 評価5項目 

項 目 観 点 

妥当性 
プロジェクト目標が日本・相手国双方の政策に照らして妥当か、相手国

やその対象セクターのニーズと合致しているかを評価する。 

有効性 

プロジェクト目標がプロジェクト終了期間までに達成される見込みが

あるか、成果（アウトプット）の達成がプロジェクト目標の達成に貢献

しているかを評価する。 

効率性 
すべての投入について、それらが効率的にアウトプット（結果）の産出

に貢献しているかを評価する。 

インパクト 
プロジェクト実施の結果生じる、直接・間接的な正負の影響及び変化を

評価する。 

持続性 
プロジェクトによって達成される正の変化がプロジェクト終了後も持

続するかを評価する。 

 

(2)  データ収集方法 

評価項目、必要なデータ、評価指標は評価グリッドに記載されている。本評価調査には

次のデータ収集方法、すなわち、①文献調査、②質問票調査、③インタビュー調査、④現地

視察が適用された。 
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第２章 プロジェクトの概要 

 

２－１ プロジェクトの概要 

終了時評価調査は、プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）の

最新版であるPDM5.0に沿って実施された。PDM5.0を付属資料１に示し、上位目標、プロジェク

ト目標、成果及びそれらの指標を以下に示す。 

 

(1) 上位目標 

マプト市の都市環境・住環境が改善される。 

指標1：不適切な廃棄物管理(*1)の報告数が減少する。 

指標2：1人当たりの最終処分量が減少する。 

指標3：資源回収量が増加する。 

指標4： 3R概念を理解し、3R活動に関与する住民の割合が2016年のX％から2020年のX％

に増加する。 

指標5：市民の廃棄物管理に対する満足度が上昇する。 

(*1)「不適切な廃棄物管理」とは、ごみ排出コンテナの不適正な管理、不定期なごみ収

集、不法投棄あるいは非衛生ごみ処分のことを示す。 

 

(2)  プロジェクト目標 

マプト市役所の廃棄物管理能力が強化される。 

指標1： 持続可能な3R活動の推進を含めた、プロジェクト終了後のマスタープランが承認

される。 

指標2：キャパシティアセスメントの平均スコアが、少なくとも5段階評価で3点に達する。 

指標3： 廃棄物管理ガイドライン案、アクション・プラン案及びマスタープラン案の共有

と協議のためのワークショップが、プロジェクト期間中に少なくとも2回開催さ

れる。 

指標4： 廃棄物管理ガイドラインがマプト市役所で承認される。 

 

(3) プロジェクトの成果（アウトプット） 

成果1：マプト市役所における廃棄物管理に係る課題分析能力が向上する。 

指標1-1： マプト市役所が既存のマスタープランの施策の実施進捗、状況の変化を把握し

ている。 

指標1-2： マプト市役所が廃棄物管理の現状を把握している。 

 

成果2： プロジェクト活動地域における（民間との連携を含む）廃棄物収集・運搬能力が

向上する。 

指標2-1： 市街地区のパイロットプロジェクト活動によって、問題のあるごみ収集地点や

不法投棄地域の数が20％減少する。 

指標2-2： 資源回収活動が継続的に実施される地区（bairros）が少なくとも1カ所ある。 
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指標2-3： 市民及びごみ回収契約事業者から、収集運搬活動に関する問題が報告される。 

 

成果3： マプト市役所の廃棄物管理に係る財務管理能力が向上する。 

指標3-1： 財務運営手順が公的書類で共有される。 

指標3-2： 基本的な収入・支出データが定期的に収集され、報告される。 

指標3-3： 年間予算消化率が2015年及び2016年において100％±15％を達成する。 

指標3-4： 廃棄物管理セクターにおける持続可能な財務管理戦略が策定される。 

 

成果4： プロジェクト活動地域における（民間業者を含んだ）廃棄物処分量削減のための

3R活動が導入される。 

指標4-1： 3Rに関する教材が作成される。 

指標4-2： DMSC内に住民教育に係る新しい組織が設置される。 

指標4-3： 31カ所の小学校が、学校コンテストその他の3R関連の住民教育プログラムに参

加する。 

指標4-4： パイロットプロジェクトによって回収される資源の月平均が少なくとも200kg

に達する。 

指標4-5： 有機ごみ利活用PPに参加した世帯の半数が活動を継続する。 

指標4-6： マプト市における3R促進ワークショップが、関連する民間組織やNGOを招へい

して、定期的に少なくとも年2回開催される。 

 

２－２ プロジェクト実施機関 

モザンビーク側のプロジェクト実施機関は、マプト市役所（CMM）廃棄物管理・墓地局（DMSC）

である。 
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第３章 プロジェクトの実績 

 

３－１ 投 入 

３－１－１ 日本側 

(1)  専門家派遣 

9名の専門家が本プロジェクトに投入された。投入量は2016年2月末現在で74.88人月

（MM）であり、うち現地が72.80MM、国内作業が2.08MMである。付属資料2のJoint 

Terminal Evaluation Report（以下、「英文報告書」）と記す）のAnnex 3に投入記録を示す。 

 

(2)  本邦研修及び第三国研修 

本プロジェクトにおいて2回の研修が実施された。第1回は本邦研修で、2013年10月12

日から27日まで開催され、8名が参加した。第2回は第三国研修で、2015年9月26日から10

月10日までブラジル連邦共和国（以下、「ブラジル」と記す）において開催され、8名が

参加した。後者は当初、本邦研修として計画されていたが、第三国研修に変更されたもの

である。これは、C/Pが日本以外の国の状況も観察したいと希望したためであり、モザン

ビークと同じポルトガル語圏であるブラジルが研修先に選定された。研修の大まかな項目

は、「マスタープラン及び法制化」「廃棄物の収集・運搬」「財務・組織管理」「3R及

び住民啓発」で、ブラジル研修のみ「最終処分場及びウェイストピッカー」が追加された。

各研修の参加者を付属資料2英文報告書のAnnex 7に示す。 

 

(3)  機材供与 

日本側は、車両2台をはじめとする機材を供与した。供与機材のリストを付属資料2英文

報告書のAnnex 4に示す。日本側はまた、本プロジェクトの実施〔パイロットプロジェク

ト（PP）及び市民啓発〕に必要な資材も提供した。PPを付属資料2英文報告書のAnnex 5

に示す。 

 

(4) 日本側によるローカルコスト負担 

日本側は必要に応じて随時、消耗品費や燃料費等の運営費、ローカルコストを支出した。 

 

３－１－２ モザンビーク側 

(1) カウンターパート(C/P)の配置 

モザンビーク側は第1年次、7名のC/P（プロジェクトディレクター及びプロジェクトマ

ネジャーを除く）を配置していた。この人数はしだいに増加し、第4年次の期首には20名

となった。現在のC/Pのリストを付属資料2英文報告書のAnnex 6に示す。本プロジェクト

開始前、C/Pメンバーの給与や日当はモザンビーク側の責任とすることで、日本側及びモ

ザンビーク側が合意していた。第三国研修参加中の日当は、マプト市の規定に従って支払

われた。 
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(2) 施設及びオフィススペースの提供 

モザンビーク側は、DMSC建屋内に定員4名の部屋を3室（うち1室は秘書室）、DMSC

計画・モニタリング部（DPM）内に定員2名の部屋を1室、それぞれ提供した。各室には

電力供給、照明、空調が整備されていた。電気、ガス、水道の各料金は基本的にDMSCが

支払った。しかし、停電が頻繁に発生した。その都度、JICA専門家チーム（JICA Expert 

Team：JET）はDMSC近隣の通電しているホテルの会議室をJETの費用にて借り上げた。 

 

(3)  プロジェクトの実施及び管理に係る費用 

モザンビーク側は、資機材の国内輸送や保管に係る費用を支出した。例えば、DMSCは

国家環境基金〔National Fund of Environment：FUNAB、現・持続可能な開発基金：National 

Fund of Sustaiable Development：FNDS〕に対して、「マプトの日」（11月10日）に関する

環境フェアの開催費を支出するよう要請した。JETも、イベントツール等、開催費の一部

を負担した。 

 

３－２ 成果の達成度 

POに記載されているプロジェクトの成果（アウトプット）及びそれらの指標の達成状況は、次

のとおりである。 

 

成果1：「マプト市役所における廃棄物管理に係る課題分析能力が向上する」 

達成度：既に達成されている。 

指 標 達成状況 

1-1  マプト市役所が既存

のマスタープランの施

策の実施進捗、状況の

変化を把握している。 

・ 現行のM/Pは、GTZ（現・GIZ）の支援により2007年に策定さ

れた。CMMは、プロジェクト期間の第1年次に既にこれをレビ

ューし、M/Pの目標と現状とを比較した。 

・ レビュー後、M/Pは2013年に改定された。その後、2014年にア

クション・プラン（A/P）が策定された。A/Pに記載された項目

が実施され、4カ月ごとにモニタリングシートを用いてモニタ

リングされている。 

・ 以上から、この指標は既に達成されている。 

 

1-2  マプト市役所が廃棄

物管理の現状を把握し

ている。 

・ C/Pメンバーは内部協議を通じて、下記のような廃棄物管理

（SWM）に関する各自の経験や知識を共有している。 

 CMMはマプト市の市街区において市民啓発キャンペーン

やPPを実施してきた。 

 CMMは本プロジェクトと同時に、マプト市の郊外区であ

るポラナカニコB、イニャゴイアB、マゴアニネC、マシャ

クエネCの各地区（bairro）において、参加型モニタリング

パイロットプロジェクト（Participatory Monitoring Pilot 

Project：MOPA）と称するプロジェクトを実施している。
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MOPAは世界銀行（WB）の資金援助を受けているが、技

術支援は受けておらず、CMMが独自に実施しているプロ

ジェクトである。 

 上記のPP及びMOPAを通じて、C/Pメンバーは廃棄物管理

（Solid Waste Management：SWM）の現状に直接接触して

いる。 

・ これらの活動を通じて、CMMはSWMの現状を把握している。

・ 以上から、この指標は既に達成されている。 

 

 

指標1-1及び1-2の達成度を考慮すれば、成果1は既に達成されている。 

 

成果2：「プロジェクト活動地域における（民間との連携を含む）廃棄物収集・運搬能力が向上

する」 

達成度：既に達成されている。 

指 標 達成状況 

2-1  市街地区のパイロッ

トプロジェクト活動に

よって、問題のあるご

み収集地点や不法投棄

地域の数が20％減少す

る。 

・ 市街区における廃棄物収集・運搬PPは、主要な活動を2015年6

月から2016年2月にかけて実施した。活動中、問題のあるごみ

収集地点や不法投棄地域の数は、PPに参加した収集運搬契約事

業者によって報告されるとともに、DMSCの計画・モニタリン

グ部（Department of Planning and Monitoring：DPM）の監視課

により監視されている。その結果を次表に示す。 

 

月 報告数 備 考 

2015年7月 452 契約事業者による報告 

2015年12月 272
契約事業者による報告及び 

DMSCによるモニタリングの和 

 

・ 上表に示すとおり、この数は2015年7月から12月にかけて40％

減少した。2015年7月は実数よりも少ない可能性があり、その

場合、減少割合は40％よりも大きくなる。 

・ DMSCは市街区のPP活動を通じて、問題のあるごみ収集地点を

すべて把握する見込みである。 

・ 以上から、この指標は既に達成されている。 

 

2-2  資源回収活動が継続

的に実施される地区

（bairros）が少なくとも

1カ所ある。 

・ 2014年後半、郊外区における有価物の分別回収に関するPPが、

シャマンクロD地区において実施された。このPPにおいては、

ごみが分別され、マイクロ・エンタープライズ（ME）によっ

て一次収集され、二次収集を担当する大規模契約事業者に引き
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渡された。 

・ この形式のごみ収集は、2014年末に対象地区への介入が終了し

たあともなお、MEの協力により継続されている。 

・ 以上から、この指標は既に達成されている。 

 

2-3  市民及びごみ回収契

約事業者から、収集運

搬活動に関する問題が

報告される。 

・ ごみの収集運搬に関する問題住民や契約事業者から報告され

るシステムが、既に確立されている。 

・ 2014年にDMSCに市民啓発室が設置されて以降、ごみの収集運

搬に関する問題を発見した市民が、問題を同室へ直接通報する

ことができるようになった。CMMはまた、契約事業者を通じ

て市民からの通報を受け付けている。 

・ 市街区におけるごみの収集・運搬は、関係するPPの実施を通じ

て改善された。このPPは、CMMの関係部署及び契約事業者の

協力関係を強化したことが、ごみの収集運搬に関する問題に対

して取り組んだり改善したりするための行動の強化につなが

るということを証明した。 

・ 以上から、この指標は既に達成されている。 

 

 

C/P及び関係職員は、郊外区における有価物分別PPの実施を通じて経験を蓄積し、問題を発見

してその対策を立案する能力を向上させた。これらの事実並びに指標2-1、2-2及び2-3の達成度を

考慮すれば、成果2は既に達成されている。また、DMSCがこれらのPPに対する一層の努力を継続

すれば、廃棄物収集・運搬能力はさらに向上する。 

 

成果3：「マプト市役所の廃棄物管理に係る財務管理能力が向上する」 

達成度：ほぼ達成される見込みである。 

指 標 達成状況 

3-1  財務運営手順が公的

書類で共有される。 

・ この指標に係る活動は、今後実施される予定である。 

・ 財務を担当するC/Pメンバーは、財務運営手順に関するガイド

ラインを自ら作成することで、財務管理の詳細を深く理解して

きた。 

・ したがって、財務担当C/Pメンバーは、財務運営手順を記載し

た書類を、この指標に掲げられた公的書類の草案として取りま

とめるための準備が既にできている。 

・ 以上から、この指標は達成される見込みである。 

 

3-2  基本的な収入・支出

データが定期的に収集

され、報告される。 

・ 基本的な収入・支出データは、既にC/Pが主体となって定期的

に収集・報告されている。 

・ 以上から、この指標は既に達成されている。 
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3-3  年間予算消化率が

2015年及び2016年にお

いて 100％±15％を達

成する。 

・ 2015年の年間予算消化率は88％であった。 

・ 2011年、2012年、2013年、2014年の年間予算消化率はそれぞれ

49％、137％、117％、78％であり、上下に振れつつも振れ幅は

狭くなる傾向にあって、この指標にある100％±15％に収束す

ると見込まれる。 

・ プロジェクト活動を通じて、各年度の任意の時期における予算

消化が可視化されてきた。可視化により、DMSCは予算消化の

現状を把握し、その年度の残り期間における予算執行を調整す

ることができるようになった。 

・ 例えば、2016年8月初頭の予算消化率は56％と報告された。こ

の率が7カ月間の予算消化を反映したものであることを考慮す

れば、2016年の予算消化率は年度末時点で100％にかなり近い

水準に達すると見込まれる。 

・ 以上から、この指標は既に達成されている。 

 

3-4  廃棄物管理セクター

における持続可能な財

務管理戦略が策定され

る。 

・ この指標に係る活動は、今後実施される予定である。 

・ この指標に掲げられた持続可能な財務管理戦略は、指標3-1と

同様の理由によりプロジェクト期間内に策定を完了する見込

みである。 

・ 以上から、この指標は達成される見込みである。 

 

 

2016年度の予算はDMSCの自己努力により積算された。清掃税を通常より上乗せして支払う義

務を負う大規模廃棄物排出者を登録するためのデータベースシステムが整備され、終了時評価時

点において、対象約1万社中約5,500社が登録済み、約4,000社が料金徴収済みとなっている。これ

らの事実並びに指標3-1、3-2、3-3及び3-4の達成度を考慮すれば、成果3はほぼ達成される見込み

である。 

 

成果4：「プロジェクト活動地域における（民間業者を含んだ）廃棄物処分量削減のための3R活

動が導入される」 

達成度：達成される見込みである。 

指 標 達成状況 

4-1  3Rに関する教材が作

成される。 

・ 3Rに関する教材は、2015年に作成済みである。 

・ 以上から、この指標は既に達成されている。 

 

4-2  DMSC内に住民教育

に係る新しい組織が設

置される。 

・ 2014年、DMSC内に市民啓発室が設置された。 

・ 市民啓発室の設立に際して、C/Pメンバー3名が配属され、うち

2名が現在も配属されている。JICA専門家1名及びローカルエキ

スパート2名も同室に配属され、業務を分担している。青年海
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外協力隊（JOCV）の隊員2名も配置されている。 

・ 以上から、この指標は既に達成されている。 

 

4-3  31カ所の小学校が、

学校コンテストその他

の3R関連の住民教育プ

ログラムに参加する。 

・ 2015年、3R関連の住民教育プログラムに小学校31校が参加し

た。 

・ 2016年にも同様のプログラムが計画されており、参加校数は31

校からさらに増加する。プログラムに参加する小学校は、プロ

ジェクト期間内に、マプト市にある小学校全53校のうちのかな

りの数に上る見込みである。 

・ 以上から、この指標は既に達成されている。 

 

4-4  パイロットプロジェ

クトによって回収され

る資源の月平均が少な

くとも200kgに達する。 

・ DMSC、JET、ジンペト地区で一次収集を実施するMEの間で、

同地区に3Rステーションを設置し運営することが議論された。

三者はこれらの活動に合意し、これらの活動に関する覚書

（Memorandum of Understanding：MOU）に署名した。このMOU

は、CMMの法務部により承認された。 

・ 2015年、このMOUに基づいて、あるPPの一部としてジンペト

地区に3Rステーションが設置され、運営を開始した。しかし、

数カ月後に、リサイクル資源の価格下落をはじめとするいくつ

かの理由により、運営は中断した。 

・ このPPの中で3Rステーションを再開するための条件を満たす

には、長い時間及び労力を要すると予測されている。 

・ 3Rステーションは2015年9月23日から2016年2月29日までの160

日間運営され、この間に計7,690kgの資源が回収された。月平

均にすると、1,400kgを超えている。 

・ 以上から、この指標は既に達成されている。ただし、3Rステー

ションの再開が望まれる。 

 

4-5  有機ごみ利活用PPに

参加した世帯の半数が

活動を継続する。 

・ 有機ごみ利活用PPは、マホタス地区及びコスタドソル地区の34

世帯を対象として実施された。 

・ PPに参加した世帯に対して、エドゥアルド・モンドラーネ大学

（University of Eduardo Mondlane：UEM）の教授1名及び学生1

名が、有機ごみから土壌改良剤を作製することを指導した。 

・ 2016年1月、本プロジェクトは参加34世帯に対して、PPが終了

してからも有機ごみ利活用の活動を継続するか否かを質問し

た。33世帯（97％）が活動を継続する、1世帯が継続しないと

それぞれ回答した。 

・ 2016年8月、34世帯に対して同じ質問がなされた。20世帯（59％）

が継続すると回答した。 
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・ 小規模な農園や家庭菜園において食用可能な植物を栽培した

いと考える人が多い一方、マプト市の地表の多くは植生に適さ

ない砂で覆われているため、土壌改良剤への需要が存在する。

・ 以上から、この指標は達成される見込みである。 

 

4-6  マプト市における3R

促進ワークショップ

が、関連する民間組織

やNGOを招へいして、

定期的に少なくとも年

2回開催される。 

・ 3R促進ワークショップは、下記のとおり2013年以来既に6回に

わたって開催されており、組合、非政府組織（Non-Governmental 

Organization：NGO）、企業、MEを含む民間セクターも参加し

ている。 

 第1回3Rワークショップ：2013年11月28日開催、主な内容：

廃棄物フロー 

 第2回3Rワークショップ：2014年2月17日開催、主な内容：

廃棄物フロー 

 第3回3Rワークショップ：2014年7月2日開催、主な内容：

3R促進 

 第4回3Rワークショップ：2014年12月8日開催、主な内容：

生分解性有機ごみに関するPP 

 第5回3Rワークショップ：2015年2月12日開催、主な内容：

生分解性有機ごみに関するPPの成果 

 第6回3Rワークショップ：2015年8月4日開催、主な内容：

有機ごみに関するPP及び3Rに関するPP 

 第1回3Rフォーラム：2015年12月9日開催、主な内容：有機

ごみに関するPP、本プロジェクト及びローカルNGOによ

るプレゼンテーション 

・ ワークショップの内容が盛りだくさんになってきたため、「ワ

ークショップ」という呼称が「フォーラム」に変更された。こ

こでは、フォーラムという語を拡大されたワークショップとい

う意味で用いている。 

・ 今後、下記のワークショップまたはフォーラムが開催される予

定である。 

 第2回3Rフォーラム：2016年9月初頭開催予定、主な内容：

3Rガイドライン案に関する議論 

 第3回3Rフォーラム：2016年12月末までに開催予定、主な

内容：2017年M/Pの3Rに係る部分に関する議論 

・ 以上から、この指標は既に達成されている。 

 

 

指標4-1、4-2、4-3、4-4、4-5及び4-6の達成度を考慮すれば、成果4は達成される見込みである。 
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３－３ プロジェクト目標の達成状況 

 

プロジェクト目標：「マプト市役所の廃棄物管理能力が強化される」 

達成度：達成される見込みである。 

指 標 達成状況 

1. 持続可能な3R活動の推

進を含めた、プロジェク

ト終了後のマスタープ

ランが承認される。 

・ M/Pの作成は大きく遅れておらず、2016年11月末までにM/P案

が作成される予定である。 

・ 作成されたM/P案は、2016年11月末までに市の評議員会に提出

され、約1カ月間審議されたあと、2016年12月末までに承認さ

れる見込みである。その後、M/P案は市議会に提出され、2017

年1月に市議会の月例会において審議される予定である。多く

の場合、同種の審議は約2週間で終了するため、M/Pも2017年1

月末までに最終確認され承認される見込みである。 

・ 阻害要因は見当たらず、M/Pの承認には長い時間を要しないと

思われる。 

・ 以上から、この指標は達成されると考えられる。 

2. キャパシティアセスメ

ントの平均スコアが、少

なくとも5段階評価で3

点に達する。 

・ 本プロジェクトは、キャパシティアセスメントシートを用いて

C/Pのキャパシティを評価することを計画した。2016年2月に評

価一式が実施された。結果を下表に示す。 

 

課 題 
平均 

スコア

課題分析能力の向上（成果1） 3.81 

市街地区の収集・運搬能力の向上（成果2-1） 3.13 

郊外地区の収集・運搬能力の向上（成果2-2） 3.78*

財務管理能力の向上（成果3） 3.86 

3R活動導入能力（成果4-1） 3.11 

3R導入に係る市民啓発能力（成果4-2） 4.33 

全設問合計 3.56*

*まだ開始されていない活動に係る設問を除く。 

 

・ 2016年12月から2017年1月までの間に、同じ方法による評価が

再度実施される予定である。上記の前回の結果から判断すれ

ば、次回も平均スコア3点は達成可能である。 

・ 以上から、この指標は達成される見込みである。 

 

3. 廃棄物管理ガイドライ

ン案、アクション・プラ

ン（A/P）案及びマスタ

・ M/P改定の範囲において実施された行動は、セミナー、ワーク

ショップ、進捗会議、JCCを通じて定期的かつ永続的に共有さ

れている。 
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ープラン（M/P）案の共

有と協議のためのワー

クショップが、プロジェ

クト期間中に少なくと

も2回開催される。 

・ ガイドライン案は2016年8月末までに作成される予定である。

その後、A/P案及びM/P案が2016年11月末までに作成される予定

である。 

・ ガイドライン、A/P、M/Pを議論するため、DMSCの総務・財務

部（Department of Administration and Finance：DAF）、民間企業、

NGOを巻き込んだワークショップが、下表に示すように今後3

回開催される予定である。 

 

時 期 ワークショップ 巻き込み 

2016 年 9 月

初頭 

3Rガイドラインに関するワー

クショップ（3Rフォーラムの

一部） 

3R活動を取り扱

う民間企業及び

NGO 

2016年 10月

末～11月末 

M/P案に関するワークショッ

プ 

モザンビーク側

JCCメンバー 

2016年 12月

末 

提出されたM/Pに関するワー

クショップ（3Rワークショッ

プと同時開催） 

モザンビーク側

JCCメンバー 

 

・ 以上から、この指標は達成される見込みである。 

 

4. 廃棄物管理ガイドライ

ンがマプト市役所で承

認される。 

・ 廃棄物管理ガイドライン案は作成中であり、2016年8月末まで

に作成される予定である。 

・ 主なガイドラインは、市条例改正や市民参加のための啓発とい

った個別の項目を取り扱うものであり、M/Pに反映される予定

である。 

・ 作成されたガイドライン案は、2016年9月末までに市の評議員

会に提出され、約1カ月間審議されたあと、2016年10月末まで

に承認される見込みである。その後、同案は市議会に提出され、

2016年11月に市議会の月例会において審議される予定である。

多くの場合、同種の審議は約2週間で終了するため、ガイドラ

インも2016年11月末までに最終確認され承認される見込みで

ある。 

・ 以上から、この指標は達成される見込みである。 

 

 

指標1、2、3及び4の達成度を考慮すれば、プロジェクト目標はプロジェクト期間内に達成され

る見込みである。 
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３－４ 上位目標の達成見通し 

 

上位目標：「マプト市の都市環境・住環境が改善される」 

達成度：達成されると期待される。 

指 標 達成状況 

1. 不 適 切 な 廃 棄 物 管 理

(*1)の報告数が減少す

る。 

 (*1)「不適切な廃棄物管理」

とは、ごみ排出コンテナの不

適正な管理、不定期なごみ収

集、不法投棄あるいは非衛生

ごみ処分のことを示す。 

 

注：この指標は終了時評価調査

期間中の 2016年 8月 19日に

「不適切な廃棄物管理量

(*1)が減少する。」から改定

された。 

・ CMMは、DPMによる監視活動及び、ごみの収集運搬を受託す

る業者からの報告を通じて、不適切な廃棄物管理に関するデー

タを入手することになっている。過去のデータ及び将来予測

は、目標値とともに次期M/Pに記載される予定である。 

・ 2014年、郊外区の4地区を対象としてMOPAが開始された。

MOPAは2017年から活動を全市に拡大する計画である。このこ

ともまた、不適切な廃棄物管理を減少させる一助となる。 

・ 市街区におけるごみの収集運搬に関するPPが実施された結果、

不適切な廃棄物管理の件数が減少した（成果2の指標2-1参照）。

活動を継続すれば、不適切な廃棄物管理の件数はさらに減少す

ると見込まれる。現在実施中の市民啓発活動もまた、減少に寄

与する。 

・ 以上から、不適切な廃棄物管理量は減少すると期待される。 

 

2. 1人当たりの最終処分量

が減少する。 

・ DMSCによれば、2015年の日平均最終処分量は875t/日で、2016

年1月から6月までのそれは890t/日である。これらを人口で割る

と、両期間における1人当たりの最終処分量はそれぞれ0.70及

び0.71kg/人/日となる。大きな変動傾向はみられない。 

・ マプト市において発生したごみは収集運搬され、フレネ処分場

において最終処分される。フレネ処分場の入口にあるトラック

スケールが故障しているため、同処分場における最終処分量の

正確な値は得られていないが、処分場にごみを運んでくるトラ

ックの台数から大まかに推定することができる。トラックスケ

ールを可能な限り速やかに修理することが要求される。 

・ 仮に1人当たりごみ発生量が不変であるとすれば、現在実施中の

リサイクルに対する取り組みにより、発生したごみからリサイ

クルに回る量が増加し、最終処分量は減少すると見込まれる。

・ 以上から、この指標は達成されると期待される。 

 

3. 資源回収量が増加する。 ・ 2010年の資源回収量は、登録リサイクル業者によって191tと報

告されている。2012年には、資源121t及びコンポスト資材143t

が回収され、資源回収量が増加した。 

・ 資源回収量は次期M/P及びA/Pにおいて言及される予定であ

る。2017年以降、この指標に関するデータは登録リサイクル業
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者による年次報告において入手可能となる。 

・ 本プロジェクトは、次回の3Rフォーラムに登録リサイクル業者

を招待し（成果4の指標4-6参照）、それらの業者に対して、回

収した資源の量のデータを開示するよう要請する予定である。

さらに、DMSCは本プロジェクト終了後も定期的に3Rフォーラ

ムを開催することを計画している。 

・ 以上から、この指標は達成されると期待される。 

 

4. 3R概念を理解し、3R活

動に関与する住民の割

合が 2016年のX％から

2020年のY％に増加す

る。 

・ CMMによる公共サービスに関する年次満足度調査に、3R概念

を理解し3R活動に関与する住民の割合に関する調査を含める

ことが議論されている。 

・ この割合が調査されれば、そのデータは市民啓発室によって収

集される予定である。2016年のデータは、プロジェクト期間終

了までに入手できる見込みである。その後、本プロジェクトは

この指標にある2020年の「Y％」を確定させることが要求される。

・ 次期M/P及びA/Pには3Rが盛り込まれるとともに、承認後はそ

れが一般に周知される予定である。 

・ 3R促進活動は、小学校における住民教育を通じて実施中であり

（成果4の指標4-3参照）、テレビ番組においても放送される予

定である。 

・ 以上から3R概念を理解し、3R活動に関与する住民は増加する

と期待される。 

 

5. 市民の廃棄物管理に対

する満足度が上昇する。 

・ 前述したように、CMMは毎年、公共サービスに関する満足度調

査を実施している。これらの調査では、電力供給、給水、治安、

交通渋滞等の公共サービスを満足度の低いものから順位づける

よう、回答者に要求している。これらの調査によれば、2013年

まで廃棄物管理が1位、すなわち廃棄物管理が公共サービスのう

ち最も不満足であるとされていたが、2015年には4位となった。

これらの結果は、マプト市における廃棄物管理が改善され、廃

棄物管理に対する市民の満足度が上昇したことを示唆する。 

・ 以上から、C/Pが努力を払えば、この指標は達成される見込み

である。 

 

 

指標1、2、3、4及び5の達成度を考慮すれば、本プロジェクトにて策定される予定のM/P及びA/P

に沿って行動を起こし、具体的な成果を上げることによって、プロジェクト終了後3～5年で上位

目標は達成されると予想される。A/Pに掲げられる全項目を正しく実施していけば、上位目標は

達成されることになる。A/Pは2017年から2022年までの5年間を対象とするため、この期間が終了

する時点において上位目標の達成を判定することが適切であると考えられる。 
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第４章 プロジェクトの実施プロセス 

 

４－１ プロジェクト計画の改定 

本プロジェクトの計画は、基本的な部分は変更されていないものの、PDMは表４－１に示すよ

うに過去3回にわたり改定されてきた。これらの改定は、上位目標、プロジェクト目標、成果（ア

ウトプット）の指標を具体化、適切化することを目的としており、日本側とモザンビーク側との

間で議論され、合意されたあと、有効となった。 

プロジェクトの進捗度や地域の情勢に関する情報の蓄積といった改定当時の状況に照らして、

これらの改定はすべて適切である。改定の意図は、上位目標、プロジェクト目標、成果の達成を

指標上容易にするものではなく、それらをより明確、具体的なものとすることである。各改定は、

日本側とモザンビーク側との日常のコミュニケーションや、2週間に1回ずつ開催されてきた進捗

会議の場で議論されてから、双方によりJCCにおいて承認、周知された。JCCの会議開催実績を付

属資料2英文報告書のAnnex 8に示す。また、PDMの改訂履歴を付属資料2英文報告書のAnnex 9に

示す。 

 

表４－１ PDMの改定 

年月日 PDM版 改定内容 備 考 

2012年 

6月17日 

PDM1.0 ・ 上位目標に2個の指標があっ

た。 

・ プロジェクト目標に3個の指

標があった。 

・ 成果1に2個の指標があった。

・ 成果2に4個の指標があった。

・ 成果3に1個の指標があった。

・ 成果4に4個の指標があった。

 

― 

2014年 

6月27日 

PDM1.0 

→ 

PDM2.0 

・ 成果 1の指標 1-2が修正され

た。 

・ 成果3の指標3-1（PDM1.0）が、

指標3-2と指標3-3（PDM2.0）

とに分割された。 

・ 成果3の指標3-1（PDM2.0）が

追加された。 

・ 成果 4の指標 4-2が修正され

た。 

 

・ 成果3及び成果4の指標が具体化

された。 

 成果3については、収支の平衡

が重要であると考え、PDM1.0

の指標を収支のデータに変更

した。 

 成果4については、既に獲得さ

れた能力よりも市民啓発室の

設置の方が指標として適切で

あると考えられた。 

・ この改定は2014年6月9日の第3回

JCC会議にて承認され、2014年6
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月27日に発効した。 

 

2014年 

11月27日 

PDM2.0 

→ 

PDM3.0 

・ 上位目標の指標3、指標4、指

標5が追加された。 

・ プロジェクト目標の指標2、指

標3が修正された。 

・ プロジェクト目標の指標4が

追加された。 

・ 成果 2の指標 2-2が修正され

た。 

・ 成果 2 の指標 2-3 、指標 2-4

（PDM2.0）が削除された。 

・ 成果 2 の指標 2-3 、指標 2-4

（PDM3.0）が追加された。 

・ 成果 3の指標 3-2が修正され

た。 

・ 成果3の指標3-3（PDM2.0）が

削除された。 

・ 成果 3 の指標 3-3 、指標 3-4

（PDM3.0）が追加された。 

・ 成果 4 の指標 4-3 、指標 4-4

（PDM2.0）が削除された。 

・ 成果 4 の指標 4-3 ～指標 4-6

（PDM3.0）が追加された。 

 

・ 中間レビューにおいて、明確化す

べきいくつかの点が指摘された。

・ 次のものを追加することで、上位

目標が達成されるかどうかが明

確化された。 

 資源回収量 

 3R概念を理解し、3R活動に関

与する住民の割合 

 市民の廃棄物管理に対する満

足度 

・ プロジェクト目標、成果2、成果3、

成果4の指標が具体化された。 

 プロジェクト目標について、

PDM2.0にあった「3Rシステ

ム」の定義が曖昧であったた

め、キャパシティアセスメン

トの結果に置き換えた。 

 プロジェクト目標について、

文書の「策定」として活動そ

のものを記述していたのを、

同じ文書の「承認」に置き換

えた。 

 成果2について、ごみの収集運

搬に係る委託契約が更新され

たことが反映された。 

 成果3について、DMSCのすべ

ての部署が自らの業務に係る

予算を積算するようになり、

年間予算消化率が100％にな

ることが現実的になったこと

が反映された。 

 成果4について、本プロジェク

トが学校における市民教育活

動、有価物に関するPP及び有

機ごみに関するPPを開始した

ことが反映された。 

・ この改定は第4回JCC会議におい
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て承認された。 

 

2015年 

6月10日 

PDM3.0 

→ 

PDM4.0 

・ 上位目標の指標1が修正され

た。 

・ プロジェクト目標の指標2が

修正された。 

・ 成果 2の指標 2-1が修正され

た。 

・ 成果 2 の指標 2-3 、指標 2-4

（PDM3.0）が削除された。 

・ 成果2の指標2-3（PDM4.0）が

追加された。 

・ 成果4の指標4-2、指標4-3指標

4-6が修正された。 

・ 成果4の指標4-4（PDM3.0）が

削除された。 

・ 成果4の指標4-4（PDM4.0）が

追加された。 

 

・ 上位目標、プロジェクト目標、成

果2、成果4の指標が具体化され

た。 

 成果2について、市街区と郊外

区とでごみの収集運搬方法が

異なること、及び市民啓発室

が設置されたことが反映され

た。 

 成果4について、有価物を分別

排出する世帯の数の2015年以

前のデータが存在しないこと

が判明したことが反映され

た。 

・ この改定は第5回JCC会議におい

て承認された。 

 

2016年 

8月19日 

PDM4.0 

→ 

PDM5.0 

・ 上位目標の指標1が修正され

た。 

・ 上位目標の指標が入手可能なも

のに置換された。 

 上位目標について、不法投棄

量を計測する手段が存在しな

いため、不法投棄量を含む不

適切な廃棄物管理量が報告数

に置換された。 

 

４－２ 阻害要因 

４－２－１ リサイクル資源価格の下落 

本プロジェクト開始時、原油の国際価格は1バレル当たり100米ドルを上回っていた。しかし、

原油価格は2014年から2015年にかけて1バレル当たり30～40米ドルにまで急速に下落した。リ

サイクルされたプラスチックの価格も原油価格と連動して下落した。この価格下落のため、プ

ラスチックのリサイクルのチェーンが途切れることとなった。実際、3RステーションPPの中で

設置された3Rステーションが運営中断を余儀なくされた。 

 

４－２－２ 2016年財政危機 

2016年初頭、財政危機が発生した。この財政危機は、モザンビーク政府に深刻な悪影響を及

ぼした。CMMもその影響を受け、あらゆる項目の予算縮減を余儀なくされた。廃棄物管理予算

も例外ではなく、主に3R関連部分において縮減されると予想される。 
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４－３ 貢献要因 

４－３－１ JETとC/Pとの密なコミュニケーション 

JETとC/Pとは、日常のコミュニケーションに加えて、本プロジェクトに関する情報を交換、

共有するために、2週間に1回、進捗会議を開催している。両者は、英語を話すローカルエキス

パートの努力により、共通言語の不在という問題を克服してきた。JETの不在時にも、DMSC

の関係部署は進捗会議を開催してきた。関係者は、この会議において必要な情報を共有するこ

ととした。これらの努力により、C/Pメンバーは各自の役割を把握するに至った。 

 

４－３－２ 廃棄物収集運搬に従事する契約事業者の貢献 

ごみの収集運搬に従事している契約事業者は、自己の通常業務に加えて、問題のあるごみ収

集地点や不法投棄箇所を発見することに努めている。また、市民がそのような問題をCMMに通

報する手助けも行っている。これらの努力により、ごみ収集に関する問題通報のシステムの円

滑な運営に貢献している。 
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第５章 評価５項目による評価結果 

 

５－１ 妥当性 

本プロジェクトの妥当性は高いと評価される。 

 

５－１－１ 必要性及び優先度 

プロジェクト目標はモザンビーク側のニーズに応じたものである。国家環境政策（PNA、1995

年）は、モザンビークは、リサイクルシステムの導入、衛生埋立処分場の建設及び維持管理等

を通じて廃棄物管理を加速させる必要があると述べている。「統合的廃棄物管理に関する国家

戦略」（2012年）は、2025年までに3Rを導入することをうたっており、地域住民や地域共同体

団体（Community-based Orgamization：CBO）を積極的に巻き込むことが重要であると規定して

いる。 

プロジェクト目標は、対象とされた地域や社会のニーズにも合致している。CMMはGTZ（当

時、現・GIZ）の支援により現行のM/P（2007年）を策定した。この中で、統合的廃棄物管理

（Integrated Solid Waste Management：ISWM）を実現するためには3Rの導入が必要であると述べ

られている。マプト市の人口は急増しており、それに伴って廃棄物の発生量も増大しているこ

とから、このM/Pの内容も現状に即さない面がみられるようになってきており、新たなM/Pが要

求されている。 

 

５－１－２ 日本の援助政策との整合性 

日本の対モザンビーク共和国国別援助方針（2013年3月）は、日本が都市部における環境質

の改善に貢献することを述べている。この中で、「環境汚染が都市機能を低下させる原因とな

っているところ、都市部の廃棄物処理能力向上をはじめとした環境対策支援を行う」と記載さ

れている。 

また、日本の対モザンビーク共和国事業展開計画（2015年4月）において、本プロジェクト

は、「開発目標１－１（小目標）回廊開発支援」のうち「マプト回廊開発・整備プログラム」〔南

アフリカ共和国（以下、｢南アアフリカ｣と記す）に通じるマプト回廊のゲートウェイとなる首

都マプトの都市機能を強化するため、開発計画の策定、インフラ整備、技術支援を行う〕の中

に位置づけられている。 

 

５－１－３ アプローチの適切性 

本プロジェクトは、下記のJICAプロジェクトにおける日本人専門家の経験を援用している。

M/P策定にあたって盛り込むべき内容、効果的な住民啓発活動のあり方、収集運搬改善PPや有

価物分別収集PPの介入手段等々の計画・検討に、過去のプロジェクトで高い効果を上げるに至

った要因が本プロジェクトの計画に反映され、本プロジェクトのアプローチを適切性の高いも

のとしている。 

・ 技術協力プロジェクト：パラオ共和国「廃棄物管理改善プロジェクト」（2005年10月～2008

年10月）…マスタープランの策定、3R及び住民啓発活動 

・ 協力準備調査：ケニア共和国「ナイロビ市廃棄物処分場建設事業」（準備中）…韓国輸出
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入銀行（KEXIM）が策定した計画のレビュー、C/Pへの助言 

・ 開発調査：ネパール連邦民主共和国「カトマンズ盆地都市廃棄物管理計画調査」（2004年1

月～2007年3月）…能力向上、収集運搬計画改善 

・ 技術協力プロジェクト：キューバ共和国「ハバナ市廃棄物管理能力向上プロジェクト」

（2009年9月～2014年9月）…有価物分別収集PPの介入手段 

・ 技術協力プロジェクト：ベトナム社会主義共和国「循環型社会の形成に向けてのハノイ市

3Rイニシアティブ活性化支援プロジェクト」（2006年11月～2009年11月）…有価物分別収

集PPの介入手段 

 

５－２ 有効性 

本プロジェクトの有効性は比較的高いと評価される。 

「３－３ プロジェクト目標の達成状況」で議論したように、プロジェクト目標はプロジェク

ト期間内に達成される見込みである。計画された能力向上の大部分は達成され、プロジェクト目

標の達成に貢献した。 

四つの成果はいずれもプロジェクト目標の達成に貢献している。これは、本プロジェクトの構

成が論理的であるためである。 

プロジェクト目標は「マプト市役所の廃棄物管理能力が強化される」となっており、四つの指

標のうち能力強化結果を直接測るものは指標2「キャパシティアセスメントの平均スコアが、少な

くとも5段階評価で3点に達する」である。2016年2月に実施されたキャパシティアセスメントでは、

全般的に良好な成績が得られており、C/Pは既に廃棄物管理に係る現況を把握し、全体計画を立案

する能力を獲得したといえるが、有価物分別収集、有機ごみ利活用といった個別の実行計画を作

成する能力にやや難があることが、アセスメントの結果から読み取れる。また、収集運搬の改善

に係る活動は残り期間に実施される予定である。プロジェクト目標の確実な達成に向けて、個別

計画の策定及びその実施に係る能力をさらに強化していくことが求められる。 

また、廃棄物管理政策に強制力が不足しているため、その実効性が十分でない可能性がある。

政策実施の初期段階におけるモニタリングと管理が重要となる。 

 

５－３ 効率性 

本プロジェクトの効率性は比較的高いと評価される。 

四つの成果はいずれも達成、ほぼ達成あるいはプロジェクト期間内に達成される見込みである。

人的資源、技術移転活動、施設、機材、消耗品等の投入のほとんどが確実に成果の達成に貢献し

た。 

JICA専門家の派遣日数は年平均24MM程度であり、担当分野が7分野であることを考えれば比較

的少ないが、ローカルエキスパート2名が専門家不在中もC/Pの技術支援にあたっており、英語を

話すことと相まって、技術支援の効率化に貢献した。 

1回ずつ実施された本邦研修及び第三国研修は、それぞれC/Pの能力向上に大きな役割を果たし

たと、参加者自身が語っている。特に、第三国研修はモザンビークと同じくポルトガル語を公用

語とするブラジルにおいて実施され、通訳を介さず実施されたため、研修自体が効率的に実施さ

れたのみならず、メール等を介した研修講師との交流が現在も継続しており、C/Pは必要に応じて

助言を得ている。さらに、ブラジルの自治体がウェイストピッカーにどのように対処しているか
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を実際に見聞したことは、本邦研修では得られない貴重な機会であり、本プロジェクトにおける

ウェイストピッカー等の社会的弱者への配慮に役立った。 

しかし、時間的な非効率も一部にみられる。例えば、3RステーションPPはいくつかの外部条件

により中断した。このPPの再開へ向けて、CMMは小学校における3R促進活動を実施したり、エ

コポイントと称するリサイクルシステムを支援したりしている。 

 

５－４ インパクト 

本プロジェクトのインパクトは比較的高いと評価される。 

「３－４ 上位目標の達成見通し」で述べたように、本プロジェクトにおいて策定されるM/P

やA/Pに沿って行動していけば、上位目標はほぼ達成されると期待される。しかし、その達成に

は3年以上の時間を要する可能性がある。これは、上位目標達成に至る道程が、今後の行動規範と

なるA/Pに示される一方、A/Pが2017年（本プロジェクト終了年）から2022年までの5年間を期間

とし、A/Pにある項目の多くが当面の達成期限を2022年としていることによる。 

さらに、下記のような正のインパクトがみられる。 

 

・ 本プロジェクトの中で市民啓発室が設置された。同室は、DMSCが担当する市民啓発や住

民に対する環境教育の実施のみならず、CMMのDMSC以外の部署が担当する関連啓発活動

にも貢献している。 

・ 本プロジェクトは、廃棄物管理や3R促進を管轄するMITADERが国家政策を実施していく

にあたっての具体的な先例として、MITADERに良い影響を与えると期待される。 

・ 例えば、マプト市の経験を国全体や他の地方自治体にも共有してもらうといった、正の効

果が期待される。モザンビーク南部における廃棄物管理に関するセミナーの開催等、マプ

ト市のイニシアティブによる普及活動が既に開始されている。 

 

また、負の効果や影響はみられない。 

 

５－５ 持続性 

本プロジェクトの持続性は、後述の議論から比較的低いと評価される。財務面が、本プロジェ

クトの効果の持続性を下げる要因となっている。 

 

５－５－１ 政策・制度面 

本プロジェクトの政策・制度面の持続性は、比較的高いと評価される。関係する政策・制度

が継続される可能性は高い。 

 

・ MITADERは、基本方針として3R推進政策を策定している。 

・ 2016年、現大統領がマプト市を視察し、「美しく清潔な街づくりは、マプト市及びモザン

ビーク全体の観光促進のための基礎となる」と発言した。 

・ 後発開発途上国においては、多くの開発課題の中で廃棄物管理の優先順位が低くなるこ

とが多いが、モザンビーク政府及びマプト市は廃棄物管理を最重要課題のひとつとみな

し、廃棄物セクターの問題に取り組んでいる。 
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５－５－２ 組織面 

本プロジェクトの組織面の持続性は、高いと評価される。 

下記の理由により、本プロジェクト終了後も関係機関（CMM及びMITADER等）の協力関係

が継続する可能性は高い。 

 

・ マプト市長が本プロジェクトに高い関心を寄せている。 

・ CMMに対する財政・技術支援を含む、世界銀行（WB）による「マプト市開発プログラ

ム」（PROMAPUTO II）が2016年に終了することによる影響を最小限にとどめるため、

全市を挙げた取り組みが必須である。 

・ 本プロジェクトの成果であるM/Pやガイドラインを市議会が承認すべきという判断は、

DMSC独自の考えによるものである。 

・ 国家政策や戦略を実施していくためのMITADERの経験はいまだ十分でない。CMMの本

プロジェクトにおける経験は、MITADERが廃棄物管理に関する規制を監視、策定、改定

していくうえで貴重なものであるため、MITADERとCMMとは互恵関係にあり、

MITADERによるCMMに対する政策支援は継続すると期待される。 

 

５－５－３ 財政面 

本プロジェクトの財政面の持続性は、比較的低いと評価される。 

本プロジェクトの活動を継続するために必要な予算が十分に確保されているとは言い難い。

マプト市で発生したごみは、現在、市内のフレネ処分場において最終処分されている。しかし、

既に最終処分された量が適正受入可能容量を超えているため、マプト市に隣接するマトラ市に

新規に衛生埋立処分場を建設することが予定されている。この新処分場が運営を開始すれば、

運営費用やごみの運搬費用が現在より増加することになる。そのために必要な財源が現状では

明らかに不足している。公共セクターによる3R政策推進に要する費用（必要な施設、機材、補

助金等）の財源も不足している。本プロジェクトの効果を持続的なものとするためにはモニタ

リングが必要となるところ、そのための財務管理体制も十分に確立されたとはいえない。 

さらに、経済や財政の状況が悪化すれば、CMMによる本プロジェクトのための予算執行が困

難になるという不安要素もある。 

 

５－５－４ 技術面 

本プロジェクトの技術面の持続性は、高いと評価される。 

CMMは、自己の政策、基準、ガイドラインその他のツールを必要に応じて更新していくのに

十分な能力を有する。DMSCは既に自力で現行のM/Pのモニタリングを実施した。しかし、多

くの政策事項を専門的見地から技術的に正しい方法で実施していくには、なお外部からの支援

が必要であると考えられる。住民に対する啓発や環境教育について、当面はJOCV派遣の継続が

予定されているため、その間は外部との共同作業によるモニタリングや評価が可能であると考

えられる。さらなる支援を受けつつ、本プロジェクトにより得られた経験を確実なものとし、

他市へ普及していくことが望まれる。 

関係省庁（MITADER等）は、このような本プロジェクトで得られた経験や知識の普及に技術

面において貢献していける。マプト市のDMSCは、首都の廃棄物管理担当部署として、モザン
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ビーク南部地方、さらには全国の廃棄物管理行政の先頭に立とうと努力している。マプト市は

既にマトラ市に対して、住民啓発の結果を共有するための連携を開始し、これからも継続して

いく予定である。MITADERもまた、その努力を後押ししている。 

 

５－５－５ 社会・文化・環境面 

本プロジェクトの社会・文化・環境面の持続性は、高いと評価される。 

社会・文化・環境面において持続性を阻害する要因はみられない。脆弱なリスクグループ（絶

対貧困層、高齢者、心身障碍者、失業者、ウェイストピッカー等）への配慮がなされている。

関係NGOが進めてきた既往の資源回収等の活動においては、このような社会的弱者との協働が

進められてきた。既存のフレネ処分場の閉鎖にあたっては、ウェイストピッカー等への社会影

響調査が実施されている。市民啓発活動計画では、リスクグループを主なステークホルダーと

して位置づけている。一方、社会的弱者への悪影響が懸念されるような活動はなかった。 
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第６章 結 論 

 

これまでに述べてきた知見及び評価より、調査団は次のとおり結論する。 

 

・ プロジェクト目標は、プロジェクト期間内に達成される見込みである。これにより、廃棄

物管理に係るCMMの能力は顕著な向上をみせた。 

 

・ 本プロジェクトの四つの成果（アウトプット）については、成果1及び成果2は既に達成、

成果3はプロジェクト期間内にほぼ達成される見込み、成果4はプロジェクト期間内に達成

される見込みとなっている。 

 

・ 評価5項目に関しては、本プロジェクトの妥当性は高く、有効性、効率性、インパクトは

比較的高いと評価される一方、持続性は財政面において比較的低いと評価される。 
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第７章 提 言 

 

(1) マプト市が廃棄物管理に係るマスタープラン（M/P）及びガイドラインを確実に承認する

こと 

プロジェクト目標の指標1及び指標4、すなわちマプト市の廃棄物管理に係る次期M/P及び

ガイドラインの承認は、プロジェクト目標を達成するためには、本プロジェクト終了前に成

立させる必要がある。 

したがって、調査団は、CMMのDMSCは、マプト市の次期M/P及びガイドラインの承認手

続きを明示し、承認プロセスの時系列を設定して、承認プロセスがプロジェクト期間内に完

了することを確実にすべきことを提言する。 

 

(2) 財政面の持続性を担保すること 

下記のリスクが予見されるため、調査団は、廃棄物管理に係る望ましいサービスの持続

性を確実にするうえで、財政面の持続性が最も重要な要因であると結論づけた。 

・ 財政支援を主とする世界銀行（WB）によるPROMAPUTO IIは、かつて市の財政の大部

分を支援しており、その割合は減少しているものの、2016年予算において市の財政の

30％がこれに依存している。このPROMAPUTO IIが2016年内に終了し、財政支援が打

ち切られる予定である。 

・ マトラ市の新規衛生埋立処分場が建設されれば、マプト市はそこへのごみの運搬に要す

る費用や同処分場の維持管理に要する費用を新たに負担する必要がある。 

・ マプト市は既存のフレネ処分場の閉鎖に係る追加予算を計上する必要がある。 

したがって、調査団は、CMMのDMSCが財政面の持続性を担保するため、収入を増加さ

せるか、あるいは考え得る別の適切な措置をとることを提言する。例えば、清掃税を上乗せ

して課税することが規定されている大規模排出者からの徴税は現在のところ低水準にとど

まっており、これを確実に徴収することは最優先課題である。 

 

(3) フレネ最終処分場のトラックスケールを早急に修理し、適切に維持管理すること 

現在、マプト市において発生したごみを受け入れているフレネ最終処分場では、ごみの

収集運搬を受託した民間事業者がトラックスケール1を適切に使用しなかったため、トラッ

クスケールが故障し、ここ数カ月にわたってごみ搬入量の計測ができなくなっている。その

結果、マプト市においては、ごみの最終処分量を正確に求めることができず、処分場に出入

りしたトラックの台数からごみの最終処分量を概算せざるを得ない状況となっている。 

したがって、調査団は、マプト市のごみの最終処分量を正確にモニタリングするため、

CMMのDMSCがトラックスケールを可能な限り早急に修理し、ごみの収集運搬を受託する

業者に対して、トラックスケールを適切に使用するよう指導すべきことを提言する。 

 

 

                                                        
1 トラックスケールとは、処分場にごみを搬入するトラックの重量を計測する機器である。処分場では、トラックの重量を入

場時及び出場時に計測し、その差をごみ搬入量としている。 
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(4) 最終処分場をマトラ市の新規衛生埋立処分場へ早急かつ円滑に移行すること 

マプト市のフレネ処分場は既に適正受入可能容量を超えており、この状態が長く続けば、

適正な収集運搬を阻害し、不法投棄を誘発するリスクをはらんでいる。一方、韓国輸出入銀

行による技術供与を伴う借款のスキームの下で、2018年までにマトラ市に新規衛生埋立処分

場を建設することが計画されている。 

したがって、調査団は、CMMのDMSCが、既存のフレネ処分場を閉鎖すること、新規衛

生埋立処分場を計画日程に沿って建設すること、最終処分地をフレネ処分場から新規衛生埋

立処分場へ円滑に移行することをすべて確実なものとすべきことを提言する。 

 

(5) 上位目標の指標1及びその入手手段を改定すること 

最新版の直前の版であるPDM4.0にあった上位目標の指標1は、不適切な廃棄物管理量の減

少を達成することを要求していた。ここに、「不適切な廃棄物管理」とは、ごみ排出コンテ

ナの不適正な管理、不定期なごみ収集、不法投棄あるいは非衛生ごみ処分のことを示す。し

かし、不法投棄量を計測する手段が存在しないため、不法投棄量を含む廃棄物管理量のデー

タを入手することは困難である。 

そこでC/PとJETとは、この指標にある「不適切な廃棄物管理量」を、DMSCの監視課及び

ごみの収集運搬を受託する業者による「不適切な廃棄物管理の報告数」に変更し、それに伴

って指標データの入手手段も変更することで合意した。変更後の指標も変更前と同じく「減

少する」となっているため、ベースラインとなるデータをプロジェクト期間内に入手し、そ

れをJICAに報告すべきことを提言する。 

 

(6) 上位目標の指標3に係るベースラインデータをプロジェクト期間内に入手すること 

上位目標の指標3は、資源回収量の増加を達成することを要求している。しかし、CMMの

年次満足度調査の調査項目に資源回収量が含まれていないため、ベースラインデータを入手

し指標を検証することが困難である。 

したがって、C/P及びJETが、プロジェクト期間内に開催される3Rフォーラムにおいて出

席者からベースラインデータを入手し、そのデータをJICAに報告すべきことを提言する。 

 

(7) 上位目標の指標4の改定をプロジェクト期間内に検討すること 

上位目標の指標4は、その文言「3R概念を理解し、3R活動に関与する住民の割合が2016

年のX％から2020年のY％に増加する」に未定の値を含んでいる。しかし、終了時評価調査

において、これらの値を確定することが困難であることが判明した。 

したがって、C/P及びJETが、この指標を変更するとともにその入手手段を明確にすべき

ことを提言する。プロジェクト期間内にベースラインデータを入手し、それをJICAに報告

すべきである。 

 

(8) DMSC内において引き続き能力強化を継続するとともに、経験をCMMの全関係者及び他

市へ普及していくこと 

本プロジェクトは、プロジェクト活動を通じて、廃棄物管理や3Rに係るC/Pの能力の顕著

な向上をみせた。DMSCの職員はワークショップを自力で開催する能力を獲得した。さらに、
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2013年に実施された本邦研修により、DMSCの運営に対する正のインパクト、すなわち市民

啓発室の設置が実現した。 

したがって、DMSCが引き続きC/Pの能力を向上させ、モザンビークの廃棄物管理を改善

するため、本プロジェクトの経験をCMMのみならず他市にも共有していくべきことを提言

する。 

 

(9) カテンベ地区が架橋により都心と直結されて以後の廃棄物管理費用を見積もること 

マプト市の市街区と対岸のカテンベ地区とを直結する連絡橋がここ2～3年内に完成する

予定である。この連絡橋の開通に伴ってカテンベ地区の人口が急激に増加することが予想さ

れており、DMSCはカテンベ地区で新たに発生するごみの収集運搬に要する費用を負担しな

ければならなくなると想定されている。 

したがって、DMSCが連絡橋完成後の廃棄物管理費用を見積もるとともに、対応策を検討

すべきことを提言する。 
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第８章 教 訓 

 

(1) プロジェクトのリスクを慎重に特定すること 

本プロジェクトの一部のパイロットプロジェクト（PP）では、廃棄物の中から有価物を

分別して収集し、それを販売して得た対価をPP参加者へのインセンティブとすることが計

画されていた。しかし、有価物の一部は価格の下落により販売できず、計画どおりに収入を

得ることができなかった。また、有価物を売買する市場がモザンビークでは十分に熟成され

ておらず、その売買は一部のNGOの支援に依存していた。 

開発途上国においては、マテリアルリサイクルは資源の価格やリサイクル産業の存在に

左右される傾向がある。実際、MITADERによれば、金属や紙についてはマプト市に地域市

場が存在しないため市内でリサイクルできず国外に輸出されており、プラスチックのみが市

内でリサイクルされている。そのプラスチックの価格が、世界的な原油価格の低落に伴って

大きく下落した結果、一部のPP活動が中断を余儀なくされた。原油価格の変動は本プロジ

ェクトではコントロールできないため、プラスチックの価格の変動がPPの成否を左右する

外部条件となっていた。 

今回の有価物のように「モノ」やサービスを販売して対価を得ることをプロジェクトの

計画に組み込む場合、販売価格の変動を考慮する必要がある。プロジェクトにおいて販売価

格の下落を抑制する策を講じるか、販売価格をプロジェクトでコントロールできない場合は、

価格変動を外部条件として明記すべきである。 

 

(2) 関係ステークホルダーの動向のさらなる把握の必要性 

上記のように、本プロジェクトがめざしたCMMの廃棄物管理には、MITADERのような省

庁のみならず、受託業者やNGO等の民間セクターが大きくかかわっている。このようなプ

ロジェクトを計画・実施する際、実施段階になってから民間セクターのかかわりが明らかに

なってくることがある。このような場合、プロジェクト側からそのような民間セクターに対

する調査・把握を積極的に進めるべきである。また、本プロジェクトのように地方政府を実

施機関とする場合、中央政府の方針や戦略、国全体の動きを十分に把握して活動することも、

将来的な中央政府と地方政府との戦略の整合、及び地方政府間のマスタープラン等の整合の

面から重要であると考えられる。 

 

(3) 中央政府との積極的なかかわり 

本プロジェクトでは、活動の中でJCCやワークショップ、また本終了時評価調査団への参

加など、C/PであるDMSCと中央政府の省庁であるMITADERとの連携を通じて、中央政府と

地方政府との交流及びコミュニケーションが促進された。MITADERの実務者レベルでの情

報共有等を通じて、地方政府から中央政府へのインプットが可能になり、適切な国家政策・

計画の実施促進につながると考えられる。今後、今回形成された関係を維持し、MITADER

とマプト市が共同でモザンビーク各所（北部・南部を含む）において地方自治体を対象にワ

ークショップを開き、国家政策の普及、JICAプロジェクトを通した知見・経験を共有する

ことにより、モザンビーク全体で整合性のとれた廃棄物管理の実施・促進につながると考え
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られる。 

 

(4) カウンターパート研修の有効活用 

C/Pのニーズや状況に合致することは、プロジェクトを成功させることに貢献する。実際、

本プロジェクトの場合、C/Pは第1回本邦研修により日本、特に多治見市における実際の廃

棄物管理を観察した。多治見市はマプト市と同程度のマンパワーを有するという点において、

本邦研修参加者にとって貴重な機会となった。DMSCは日本における観察及び学習を通じて、

廃棄物管理における市民啓発の重要性を認識し、帰国後に市民啓発室を設置した。 

また、第2回の研修は本邦研修からブラジルでの第三国研修に変更された。これは、ブラ

ジルがモザンビークと同じくポルトガル語を公用語とし、さらに廃棄物管理に関して同じ課

題を抱えていたからであった。同じ言語であることから、研修内容の理解が促進されたほか、

研修後もブラジル側とメール等のやり取りを通して情報交換が継続されるようになった。ア

フリカにおいてポルトガル語が公用語であることは周辺国・都市とのネットワークを構築す

ることは難しく孤立してしまいがちであるが、ブラジル研修を通してブラジルとのネットワ

ークを形成し、それによりC/Pが自力で学ぶ機会を形成することにつながった。 

 

(5) ローカルエキスパートの積極的な活用 

本プロジェクトの中で実施された有機ごみに関するPPでは、参加世帯に対して、UEMの

教授1名及び学生各1名が、有機ごみから土壌改良剤を作製することを指導した。この学生は

2015年7月にUEMを卒業し、市民啓発室にローカルエキスパートとして赴任した。このロー

カルエキスパートはプロジェクトの内容を熟知しており、ポルトガル語に加えて英語を解す

るため、日本側専門家とC/Pとの橋渡し役を務めるほか、専門家不在時にはC/Pの求めに応

じて技術支援を行っていた。 

モザンビークはポルトガル語を公用語としており、専門的な英語教育を受けた者以外は

英語でのコミュニケーションが困難であることが多い。本プロジェクトにおいても、C/Pと

JETとのコミュニケーション言語が課題となっていた。本プロジェクトでは、前述のように

本邦研修をブラジルにおける第三国研修に変更したことに加えて、プロジェクト期間の後半

に卒業することになる英語を解する大学生に、プロジェクト期間の前半からPPにかかわっ

てもらい、かつ卒業後のポストを用意したことで、ローカルエキスパートの養成及びそれを

通じたC/Pへの技術移転が可能になった。 

 

(6) 市民啓発における映像制作の重要性 

本プロジェクトにおいては、プロジェクト期間の初期に、市民にごみの分別や3Rの効用

を説く映像を制作し、テレビ番組として放映した。終了時評価時点において、分別回収PP

や有価物収集PPが成果を上げつつあり、PP参加者の周辺ではごみを適正に排出しようとい

う機運が高まっている。一方、PPは市内の特定地区においてのみ実施されており、他地区

においても同様の機運を高めるには、もう一押しの介入があれば効果的であると思われる。

例えば、PPの活動を動画撮影して記録しておき、これを編集してテレビ番組の続編を制作

すれば、さらなる市民啓発のための格好の材料となったであろう。 
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(7) 小学校教育への題材提供 

本プロジェクトでは、市民啓発の一環として小学校2への題材提供を行った。C/P自身が作

詞作曲した「3Rの歌」や、3Rをテーマとした学校コンテスト、校内への3Rステーションの

設置といった活動を実施した。「3Rの歌」は、小学生でも覚えやすく歌いやすい曲で、C/P

メンバーであるマプト市の担当職員が学校に出向いて指導した。学校コンテストでは、ごみ

として捨てられた紙、段ボール、繊維、プラスチック、空き缶等を利用して小学生に美術作

品を製作してもらい、優秀作品を表彰した。これらの取り組みは高額の費用を要せず、小学

生に受け入れられるものであった。一方、これらを実施するためには、専門家やC/Pに、絵

心や楽才といったある種の能力を有する者が含まれることが求められる。 

 

(8) インフォーマルな存在への配慮 

閉鎖が予定されている既存のフレネ処分場には、多くのウェイストピッカーが出入りし、

プラスチック、金属等の有価物を拾っている。ウェイストピッカーは、有価物のうち、PET

を含むプラスチックは、処分場に隣接する中間処理組合に、鉄、アルミ等の金属は、ある

NGOが市内に設置した拠点（エコポイント）にそれぞれ持ち込み、換金している。本プロ

ジェクトは、ウェイストピッカーの存在を、適正な廃棄物管理を妨げるものとは考えず、有

価物の回収サイクルの一環を成すものととらえ、強制排除することなく、その存在を認知し

ていた。 

製品の製造→使用→廃棄→リサイクル→再製造…というサイクルの一環を成すものがウ

ェイストピッカーのようなインフォーマルな存在であっても、これを排除すればサイクルが

途切れることになりかねない。ある存在がインフォーマルであることは、プロジェクト実施

にあたってその存在を疎外する理由にはならない。 

 

(9) PPの内容の明示化 

本プロジェクトでは四つのPPが実施された。これらのPPはいずれも、マプト市内のある

特定の地区のみを対象とし、特定のテーマについて実施された。ただ、各PPに固有の名称

がなく、いつからどこでどのようなPPが実施されているかについて、JETやC/Pの間に暗黙

の了解があるのみで、外部から見てすぐに分かるような形式化がなされていなかった。 

将来、本プロジェクトがグッドプラクティスとして紹介されたり、類似案件の計画にあ

たって参照されたりする可能性がある。その際、いつどこでどのようなPPが実施されたの

かが一目で把握できるよう、各PPに命名するとともに実施時期及び場所を明記した表を作

成することが望ましい。 

  

                                                        
2 マプト市では、小学校教育は6歳からの7年間であり、そのうえに4年制の中学校がある。 
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第９章 団長所感 

 

本プロジェクトは四つのアウトプットに基づき、マプト市廃棄物管理・墓地局（DMSC）職員

の廃棄物管理能力の強化を①課題分析能力向上、②収集・運搬能力向上、③財務管理能力向上、

④3R活動促進、を通じて達成することを目的としていた。四つのパイロットプロジェクトの実施

や新規M/Pの作成作業を通じ、マプト市側の強い積極性もあり、終了時評価時点において着実に

成果が上がりつつあり、プロジェクト目標は達成する見込みである。 

特に特筆すべき成果として1）モザンビーク国内で自治体レベルでは初となる住民啓発室の設

立、2）市内の廃棄物管理の改善、が挙げられる。1）については、本邦研修で岐阜県多治見市を

訪問後に住民啓発の重要性を認識し設立された経緯があり、今後もこの設立と活動の経験をモデ

ルとして他の自治体への啓発が期待される。また2）については、マプト市が2013年10月から委託

した廃棄物収集・運搬業者の能力によるところも大きいが、プロジェクトとの連携により市内で

は不適切なごみの投棄箇所が40％減少したデータもあり、着実に改善している。市民の満足度調

査結果でも2013年にはごみ問題は市民の最大の懸念事項であったが、2015年には4位となり、ごみ

問題は市民の最大の懸念事項ではなくなってきている傾向が把握できる。 

以上のようにプロジェクトの確実な成果が認められている反面、プロジェクト終了後のマプト

市の廃棄物管理の持続性については、2点でリスクがある点も明らかになった。 

 

(1) 財政面 

2016年に終了する世銀（WB）の財政支援マプト市開発プログラム（Maputo Municipal 

Development Program：PROMAPUTO） IIへの対応、2016年から始まった国家財政危機、新

規処分場建設後の運搬費及び管理費の増への対応等の理由により、市財政が圧迫し、廃棄物

管理予算への影響が今後懸念される。市側は既存の収集運搬費は今後も確保するとコミット

しているものの、既に2015年には3R活動予算は削減されるなど影響も出始めている。対応

として一般予算からの投入も予定されているが、現況では持続性の確保にはリスクがある。

一方で大規模事業者に対し電気料金上乗せの清掃税に加え直接支払いが求められている清

掃税の一部の徴収率は40%程度であり、徴収率の改善など既存の体制で市が増収策のために

取り組むべき活動として協調しておきたい。 

 

(2) 既存処分場から新規処分場への円滑な移行 

マトラ市に建設される新規衛生処分場は大韓民国（以下、「韓国」と記す）輸銀の支援

により、建設が予定されていたが、不法占拠の住民対策のため建設開始に至っていない。一

方、既存の処分場は既に2014年に満杯となっており、現在は容量を超えて廃棄物が処分され

ている状態であり、新規処分場早期建設は喫緊の課題である。既存の処分場は覆土などの対

策がなされていないことから悪臭と自然発火による煙害により周辺住民への悪影響が大き

な問題となっている。またトラックスケールも現在故障中であり、最終処分量の正確な把握

もできない状況である。一方、既存処分場の閉鎖には500 Millionメティカル（約8億円）と

見積もられており、この予算確保のめども立っていない。 

このように新規処分場への円滑な移行にまだ多くの課題があることからこの状態が当面
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続くことも想定され、現在改善している収集運搬サービスへの影響や不法投棄が増えるリス

クも懸念される。いずれの課題も簡単ではないが、マプト市と関係省庁がこの問題に優先順

位を上げて取り組むことで、現在の国家財政危機の状態にあっても住民生活の質の確保を優

先して課題を解決することが期待される。 

 





付 属 資 料 
 
 

１ PDM5.0（和文） 

２ 第 7 回 JCC ミニッツ（英文 Joint Terminal Evaluation Report 含む） 

３ 第 7 回 JCC ミニッツ（ポルトガル語 最終報告書含む） 

 

 





 
Project Design Matrix (PDM)  

 
プロジェクトタイトル: モザンビーク共和国マプト市における持続可能な3R活動推進プロジェクト 
プロジェクト期間: 4年  
対象: マプト市役所(CMM）及びマプト市民  5.0版 
対象地域: マプト市（カテンベ・イニャカを除く）  2016年8月19日 

Narrative Summary Objectively Verifiable Indicators Means of Verification External conditions
Overall Goal     

マプト市の都市環境・住環境が改善される。 1) 不適切な廃棄物管理（*1)の報告数が減少する。 

2) 1人当たりの最終処分量が減少する。 

3) 資源回収量が増加する。 

4) 3R概念を理解し、3R活動に関与する住民の割合が

2016年のX％から2020年のY％に増加する。 

5) 市民の廃棄物管理に対する満足度が上昇する。 

1)、2) CMM/DMSCの年次報告書 

3)、4)、5) CMMによる年次社会調

査 

→報告書の明確な目次構成につ
いてプロジェクト期間中に議論して
おく必要がある。 

  

Project Purpose       
マプト市役所の廃棄物管理能力が強化される。 1) 持続可能な3R活動の推進を含めた、プロジェクト終了

後のマスタープランが承認される。 

2) キャパシティアセスメントの平均スコアが、少なくとも5

段階評価で3点に達する。 

3) 廃棄物管理ガイドライン案、アクションプラン案及びマ

スタープラン案の共有と協議のためのワークショップ

が、プロジェクト期間中に少なくとも2回開催される。

4) 廃棄物管理ガイドラインがマプト市役所で承認される。

1)、4) マプト市議会のミニッツ（マ

スタープランの承認） 

2) キャパシティアセスメントシート 

3) プロジェクト報告書 

・ 廃棄物管理に関するマプト市の政策と法が

大幅に変更されない。 

・ マプト市役所において、プロジェクトで提案さ

れた活動を継続するために必要な予算が十

分確保されている。 

Outputs    

1. マプト市役所における廃棄物管理に係る課題分析能力が向上する。 1) マプト市役所が既存のマスタープランの施策の実施進

捗、状況の変化を把握している。 

2) マプト市役所が廃棄物管理の現状を把握している。

1) アップデートされたマスタープラ

ン 

2) 社会調査、ごみ量・ごみ質調

査、タイムアンドモーション調

査、現況調査の報告書 

プロジェクト期間中にカウンターパートの人員

に大幅な異動がない。 

2. プロジェクト活動地域における（民間との連携を含む）廃棄物収集・運搬能力が向上す

る 。 

1) 市街地区のパイロットプロジェクト活動によって、問題

のあるごみ収集地点や不法投棄地域の数が20％減少

する。 

2) 資源回収活動が継続的に実施される地区（bairros）が

少なくとも1カ所ある。 

3) 市民及びごみ回収契約事業者から、収集運搬活動に

関する問題が報告される。 

1) プロジェクト報告書/DMSCの年

次報告書 

2) プロジェクト報告書/DMSCの年

次報告書（資源回収活動が行

われているBairooの数の計測） 

3) プロジェクト報告書/DMSCの年

次報告書 

3. マプト市役所の廃棄物管理に係る財務管理能力が向上する。 1) 財務運営手順が公的書類で共有される 

2) 基本的な収入・支出データが定期的に収集され、報告

される。 

3) 年間予算消化率が2015年及び2016年において100％

±15％を達成する。 

4) 廃棄物管理セクターにおける持続可能な財務管理戦

略が策定される。 

1) 財務運営ガイドライン 

2) 年次会計報告書 

3) 年次予算計画書 

4) 廃棄物管理セクターに係る財

務管理ガイドライン（改訂マスタ

ープランに記載される） 

4. プロジェクト活動地域における（民間業者を含んだ）廃棄物処分量削減のための3R活

動が導入される。 

1) 3Rに関する教材が作成される。 

2) DMSC内に住民教育に係る新しい組織が設置される。

3) 31カ所の小学校が、創造的学校コンテストその他の3R

関連の住民教育プログラムに参加する。. 

4) パイロットプロジェクトによって回収される資源の月平

均が少なくとも200kgに達する。. 

5) 有機ごみ利活用PPに参加した世帯の半数が活動を継

続する。 

6) マプト市における3R促進ワークショップが、関連する民

間組織やNGOを招へいして、定期的に少なくとも年2回

開催される。 

1)、2)、3)、4)、5)、6) プロジェクト報

告書/マプト市年次報告書 

Activities Input  

1-1 既存のマスタープランをレビューし、現状との相違点を確認する。 

1-2 現在発生しているごみ量、ごみ質データ、最終処分量データの信頼性を収集、レビ

ューする。 

1-3 既存のマスタープランをアップデートする。 

1-4 アップデートされたマスタープランに基づき、プロジェクト期間中の実行計画を作成す

る。 

1-5 マプト市の廃棄物管理に関するガイドラインを作成する。 

1-6 プロジェクト終了後の廃棄物管理に係る目標を設定し、プロジェクト終了後のマスタ

ープラン案を作成する。 

1-7 ２０２１年に向けた実行計画を作成する。 

1. 日本側 

 (a) 専門家の派遣 

 - 総括/廃棄物管理 

 - 廃棄物収集・運搬 

 - 3R計画 

 - 住民啓発/キャパシティ・ディベロップメント 

 - 財務管理強化 

 (b) 車両 

 (c) パイロットプロジェクト及び住民啓発活動に必要な機材、資料 

 (d) 本邦研修の実施（C/Ps2～3名×2回） 

  

2-1. マプト市における廃棄物収集運搬の状況を把握する。 

2-2. 民間業者と連携した廃棄物収集・運搬PP案を作成する。 

2-3. 民間業者と連携した廃棄物収集・運搬改善PPを実施する。 

2-4. 活動2-3で実施した廃棄物収集・運搬PPの結果をレビュー、フィードバックする。 

2-5. 活動2-1の結果をもとに、郊外地区一次収集での分別回収導入のためのPP計画を

作成する。 

2-6. 活動2-5で計画した郊外地区一次収集での分別回収導入のためのPPを実施する。 

2-7. 活動2-6で実施したPPの結果をレビュー、フィードバックする。 

2-8. 廃棄物収集・運搬の改善に係る実行計画を作成する。 

 

2. モザンビーク側 

 (a) カウンターパート(C/Ps) 

 (b) 施設、機材 

 (c) 日本人専門家のオフィススペース 

 (d) 活動に必要な費用 

 - 役人への謝金・日当 

 - 電気、ガス、水道代 

 - 国内輸送等に必要な費用 

  

3-1. 現在の廃棄物管理に係る財務体制の課題を確認、分析する。 

3-2. 毎月定期的に廃棄物管理の支出と収入データを収集する。 

3-3. データを入力し年間予算と月間支出額を算出する。 

3-4. 年次会計報告書を作成する。 

3-5. 年次予算計画書を作成する。 

3-6. 料金徴収体系を見直す。 

3-7. 財務管理の改善に係る実行計画を作成する。 

   

4-1. 有価物（古紙・ガラス・金属・プラスチック）及び有機性廃棄物のリサイクル事業の現

状を確認する。 

4-2. （ウェイストピッカーとの連携を含めた）有価物のリサイクルの可能性を確認する。 

4-3. 3R導入のための啓発プログラムをレビュー、改善する。 

4-4. 改善された3R導入のための啓発プログラムを実施する。 

4-5. 活動4-2で確認した既存有価物リサイクル事業推進のためのPP計画を作成する。 

4-6. 活動4-2で確認した既存有価物リサイクル事業推進のためのPP（民間業者連携）を

実施する。 

4-7. 活動4-6で実施したPPの結果を検証し、推進計画を作成する。 

4-8. 有機性廃棄物（厨芥ごみ）のコンポスト化に係るPP計画を作成する。 

4-9. 有機性廃棄物（厨芥ごみ）のコンポスト化PPを実施する。 

4-10. 活動4-9で実施したPPの結果を検証し、コンポスト化事業の推進計画を作成する。 

4-11. 有価物PP及びコンポスト化PP拡大の実行計画を作成する。 

Pre-conditions 

 

マプト市役所において、プロジェクト遂行に必

要な予算が十分確保されている。 

＊１「不適切な廃棄物管理」とは、ごみ排出コンテナの不適正な管理、不定期なごみ収集、不法投棄あるいは非衛生ごみ処分のことを示す。 
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